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日の優勝に輝 く
9/27～ 29

第18回全日本社会人バドミントン選手権大会 中 野 市

秋

山
大
接
戦

の
末

、
銭

谷
を
降
す

熙

　

　

　

　

　

・
・・・
・
・

第
１８
回
全
日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
９
月
２７
日
か

ら
３
日
間
、
長
野
県
中
野
市
で
開
催

さ
れ
た
。

昭
和
５‐
年
度
の
全
国
高
校
総
体
開

催
地
で
あ
る
地
元
中
野
市
開
係
者
の

熱
意
あ
ふ
れ
る
運
営
に
、
選
手
も
大

い
に
張
り
切
り
、
各
コ
ー
ト
で
熱
戦

が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
優
勝
候

補
の
一
人
、
銭
谷
欽
治

（河
崎
ラ
ケ

ッ
ト

・
東
京
）
が
、
準
決
勝
で
秋
山

真
男

（秋
山
紙
店

・
山
梨
）
に
接
戦

の
末
敗
れ
る
波
乱
が
あ
り
、
ま
た
栂

野
尾
昌

一
（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ

。
東
京
）
は
シ
ン
グ
ル
ス
を
棄
権
す

る
中
を
、
小
島

一
平

（ラ
ケ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
元
町

・
神
奈
川
）
が
、
今
泉

勉

（高
岡
市
役
所

。
富
山
）、長
谷
川

進

（藤
花
高
教
論

・
石
川
）
ら
の
挑

戦
を
退
け
、
決
勝
で
も
秋
山
を
ス
ト

レ
ー
ト
で
降
し
、
見
事
に
二
年
ぶ
り

五
回
目
の
優
勝
を
と
げ
た
。

同
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
に

ま
さ
る
栂
野
尾
昌

一
・
飯
野
佳
孝

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
・
東
京
）

が
完
勝
し
た
。

一
方
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
湯

木
博
恵

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト

・
東
京
）

が
、
竹
中
悦
子

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ

ー
ツ
。
東
京
）、池
田
美
加

（河
崎
ラ

ケ
ッ
ト

・
東
京
）
ら
を
全
く
よ
せ
つ

け
ず
、
三
年
連
続
優
勝
を
は
た
し
た
。

同
ダ
ブ
ル
ス
で
も
湯
木
は
池
田
と

ペ
ア
を
組
み
、
終
始
危
げ
な
く
勝
ち

進
み
優
勝
し
た
。
湯
木
は
こ
れ
で
女

子
ダ
ブ
ル
ス
に
五
年
連
続
優
勝
と
い

う
偉
業
を
達
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
種
目
で
も
好
ゲ
ー
ム
が

展
開
さ
れ
た
が
、
記
録
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

目をみはる集中力と速攻で優勝の小島

熙は
ね
選
劇
■
「



小 島二 J

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
五
回
戦

静
』
ム
智
７３Ｖ

が
動

炒
札げ

爾
＝
）
ｏ
チ
鈍

酷

２
回
｝嬰
豚

霧
噺
ム
‐５‐５＝
）
０
♂
弥

静
Ｌ
２
爾‐‐型
０
請
螺

夢
り

（　
）
ｏ
夢
蜘

酔
蜘
ム
‐５‐５糾
▼

型
蜘

鮮
ト
ラ
（‐５‐５‐‐Ψ
疏

▽
準
々
決
勝

小　真〕２
（‐５‐５‐‐４‐２）０
今　泉

長谷川
２
（‐５‐５‐‐‐０７）０
丸

銭̈　谷
２
（‐５‐５‐‐［８‐‐）０
（谷

一秋　山
２
⌒‐５‐５‐‐中９６）０
・渥

〇
ヽ
今
泉
が
ど
の
程
度
少
島
に
食
い

下
が
る
か
大
い
に
興
味
が
も
た
れ
た

が
、
第

一
ゲ
ー
ム
の
せ
り
合
い
に
敗

れ
た
今
泉
は
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
あ
っ
さ

り
と
ポ
イ
ン
ト
を
許
し
、
完
敗
し
た
。

銭
谷
×
谷
回
の
一
戦
は
、
お
互
い
に

長
身
か
ら
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
高
い
位

置
で
の
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
と
い
っ
た
同

じ
パ
タ
ー
ン
の
攻
撃
を
く
り
返
し
た

が
、
銭
谷
は
終
始
自
分
の
ペ
ー
ス
を

守
り
切
り
、
焦
り
の
み
え
る
谷
口
を

ス
ト
レ
ー
ト
で
降
し
た
◇
秋
山
×
遠

藤
は
、
ス
タ
ミ
ナ
に
は
自
信
の
あ
る

両
者
だ
け
に
長
い
ゲ
ー
ム
が
予
想
さ

れ
た
が
、
今
大
会
絶
好
調
と
も
思
え

る
秋
山
は
、
す
ば
や
い
動
き
と
巧
み

な
コ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
で
遠
藤
を
寄
せ

つ
け
な
か
っ
た
。

▽
準
決
勝
小　島２（‐５‐５‐‐‐‐‐４７‐５）・長谷川

秋　山２（‐８‐５６‐‐―‐４８‐５｝・“銭　谷

○
…
小
島
×
長
谷
川
。
戦
前
の
予
想

で
は
小
島
の
楽
勝
と
み
ら
れ
て
い
た

が
、
長
谷
川
は
捨
身
の
攻
撃
を
か
け

ま
た
相
手
が
小
島
と
い
う
こ
と
で
、

女

子
単

は
湯
木

が
三
年
連
続

各コートで熱戦がくり広げられた中野市民体育館
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全盛時を思わせるプレーで銭谷を降 した秋山

勝
敗
を
度
外
視
し
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
な

動
き
を
み
せ
、
第

一
ゲ
ー
ム
、
小
島

が
ネ
ッ
ト
ヘ
持
ち
込
も
つ
と
す
る
と

こ
ろ
を
ウ
ェ
イ
ト
気
味
の
プ
ッ
シ
ュ

で
小
島
を
バ
ッ
ク
コ
ー
ト
に
押
し
込

み
１５
‐
Ｈ
と
先
勝
し
た
。
し
か
し
、

さ
す
が
ベ
テ
ラ
ン
の
小
島
は
、
冷
静

に
長
谷
川
の
プ
レ
ー
を
分
析
し
、
第

ニ
ゲ
ー
ム
か
ら
は
、
長
谷
川
が
ネ
ッ

ト
か
ら
バ
ッ
ク
を
押
っ
つ
け
よ
つ
と

す
る
ポ
ー
ル
を
こ
と
ご
と
く
カ
ウ
ン

タ
ー
気
味
に
攻
撃
し
、
長
谷
川
に
つ

け
入
る
ス
キ
を
与
え
な
か
っ
た
。
長

谷
川
も
よ
く
粘
り
、
何
と
か
糸
口
を

見
い
だ
そ
う
と
し
た
が
、
小
島
の
早

い
攻
撃
と
、
的
確
な
ヨ
ミ
の
前
に
屈

し
た
。
秋
山
×
銭
谷
。
出
足
か
ら
快
調
に

と
ば
す
銭
谷
は
、
豪
快
な
ス
マ
ッ
シ

ュ
で
秋
山
を
圧
倒
し
、
第

一
ゲ
ー
ム

を
楽
勝
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
も

一
気
に
取

り
、
予
想
ど
お
り
の
決
勝
進
出
か
と

思
わ
れ
た
が
、
秋
山
は
、
第
ニ
ゲ
ー

ム
に
入
る
と
、
俄
然
粘
り
を
み
せ
、

銭
谷
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
コ
ー
ト
狭
し

と
走
り
回
っ
て
レ
シ
ー
プ
し
た
。
銭

谷
は
第

一
ゲ
ー
ム
と
同
じ
パ
タ
ー
ン

で
秋
山
を
封
じ
込
め
よ
つ
と
焦
る
が
、

す
で
に
コ
ー
ス
を
読
ま
れ
て
い
る
た

め
に
決
ま
ら
ず
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ

ー
ム
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。
こ
の
時
点

で
も
銭
谷
有
利
と
思
わ
れ
た
。
事
実

フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
は
銭
谷
も
自

分
の
ベ
ー
ス
を
と
り
戻
し
た
の
か
、

し
っ
く
リ
チ
ャ
ン
ス
を
待

っ
て
攻
め
、

‐３
‐
Ｈ
と
り
‐
ド
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
で
秋
山
は
体
を
弓
な
り
に
そ
ら

せ
て
、
銭
谷
の
フ
オ
ア
ハ
ン
ド
に
し

つ
よ
う
な
攻
撃
を
く
り
返
し
た
。
そ

し
て
銭
谷
の
レ
シ
ー
プ
が
単
調
に
な

る
の
を
待
う
て
い
た
か
の
よ
う
に
、

前
後
に
ゆ
さ
ぶ
っ
た
。
あ
と
ひ
と
息

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
秋
山
の
ば
ん
回

に
あ
っ
て
、
銭
谷
の
顔
に
不
安
の
色

が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
を
境
に
、
秋
山

は
全
盛
時
を
思
わ
せ
る
攻
撃
と
粘
り

を
み
せ
、
セ
ン
ア
ィ
ン
グ
に
持
ち
込

み
、
超
人
的
な
プ
レ
ー
を
展
開
、
１８

１
‐４
と
逆
転
勝
ち
を
収
め
た
◇

▽
決
勝

小
　
島
〕
２

⌒‐５‐５
‐ ‐
‐０６
）
０

秋
　
山

○
…
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
に
も
つ

れ
た
と
は
い
え
、
比
較
的
ス
タ
ミ
ナ

に
も
余
裕
を
残
す
小
島
と
、
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
全
て
を
傾
け
て
、

決
勝
に
進
ん
だ
秋
山
で
は
、
や
は
り

小
島
絶
対
有
位
の
感
は
ま
ぬ
が
れ
な

か
っ
た
。
二
年
ぶ
り
五
回
目
の
優
勝

を
ね
ら
う
小
島
は
、
出
足
か
ら
攻
撃

に
出
て
第

一
ゲ
ー
ム
を
楽
勝
し
た
。

し
か
し
、
秋
山
も
過
去
三
度
の
優
勝

経
験
を
も
つ
雄
だ
け
に
、
第
ニ
ゲ
ー

ム
に
は
い
る
と
持
前
の
粘
り
と
、
不

屈
の
闘
志
で
大
い
に
ゲ
ー
ム
を
盛
り

上
げ
た
が
、
１０
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
た

に
と
ど
ま
り
、
小
島
の
充
実
し
た
心

技
の
前
に
敗
れ
去
っ
た
。

薇
劇 重

電
一釉
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小島によく食い下がった長谷川

秋山の粘りに屈した銭谷

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

湯
　
木

２

（
‐‐‐‐
‐ ‐
２．
）
０

池
　
田

○
…
相
沢
が
現
役
を
退
い
た
あ
と
、

シ
ン
グ
ル
ス
一
本
に
賭
け
る
竹
中
が

ど
の
よ
つ
な
プ
レ
ー
を
展
開
す
る
か

が
最
大
の
焦
点
で
あ
っ
た
が
、
湯
木

の
完
壁
な
プ
レ
ー
に
、
つ
い
に

一
度

も
有
位
に
立
つ
こ
と
な
く
敗
れ
去
り

同
時
に
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
盛
り

上
り
に
欠
け
る
ま
ま
湯
木
の
三
連
勝

で
終
了
し
た
。

決
勝
で
池
田
が
勝
て
な
い
ま
で
も

全
力
で
ぶ
つ
か
り
、
湯
木
を
多
少
で

も
お
び
や
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
…

…
と
い
う
期
待
も
、
ニ
ゲ
ー
ム
合
わ

せ
て
３
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
現
実
に
あ

え
な
く
消
え
て
し
ま
っ
た
。

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
々
決
勝

砂珈ム
Ｗ
蝉
・瀞揃

○
―
シ
ン
グ
ル
ス
を
棄
権
し
、
ダ
ブ

ル
ス
一
本
に
賭
け
た
栂
野
尾
は
飯
野

の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
つ
ま
く
引
き
出
し

楽
勝
し
た
。
こ
の
ペ
ア
は
す
ば
や
い

レ
シ
ー
プ
と
テ
ン
ポ
の
早
い
攻
撃
で

こ
れ
と
い
っ
た
波
乱
も
な
く
勝
っ
た

が
、
池
田

・
尾
崎
組
、
河
村

・
今
泉

組
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
、
い
ま
ひ
と

つ
調
子

，
〕
レ

Ｆ
し

番目普§『晏
2     2  燿券

曹Π
じ こ
0    0

量石重竹
こ崎 こ中

§:]§I曾
2      2

回ΞI

1      0

目11器暑I

E畢旱§會[
2       2

T15157T
じ _915じ

0         1

埼我陣 審山川

こ妻内 」口東

5

飯栂 ▽ 今河

野電 蔭 泉村

2       2

15 15   15 15
1 1  1 1
11 9    5  6

0       0

今河  浜田
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冷静なプレーをみせる小島

藤沼 池湯

井能 田木
2    2

15 18 15 15
1 1 1 1
8 15 12 9

0    0

薗田 今石

浦所 田崎

■●■■

小島のカベを破れぬ今泉

医昴墨疎量
2       2

1515    1515
1 1  11
04  04

0      0

x福
清重炉清
こ原水 こ原水

器昌
途
亀
禦鈴
」木

6

▽
準
決
勝

▽
決
勝

○
…
昨
年
と
同
じ
決
勝
の
対
戦
と
な

っ
た
が
、
攻
守
に
実
力
差
の
あ
る
内

容
で
、
湯
木

・
池
田
は
ス
ト
レ
ー
ト

勝
ち
二
年
連
続
の
優
勝
を
と
げ
た
。

◆
混
合
複

◆
同
ダ
ブ
ル
ス

一
げ
隷
げ
〕

（‐５‐５
‐ ‐
２ ８
）
０

捌
黒
」

◆
４０
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

炒
跡
２
爾日し
０
辞
蜘

◆
同
ダ
ブ
ル
ス

一げ』̈
２（‐５‐５‐‐‐０９）

◆
同
ダ
ブ
ル
ス

「げ京［‐‐‐̈２（‐５‐５‐‐９８）

池湯

田木

2

15 15
1 1
13 5

0

藤 沼

井 能

董池今
こ田井

不

戦

勝

国写[関

0

景久広

」代野

◆
３０
才
以
上
シ
ン
グ
ル
ス

Ξl多
2埜

団孝
1   フζ    0
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青
木
市
長
か
ら
記
念
品
を
贈
ら
れ
る
湯
木

青木太郎vs湯木博恵
(中野市長 ) (全英チャンピオン)

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
ゲ
！
ム
を
終
え
て

り
◆
ヘ
ア
ピ
ン
●
ホ

○
…
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
小
島
×

秋
山
の
ベ
テ
ラ
ン
同
士
の
決
勝
と
な

り
、
本
人
も
冗
談
で

「
こ
れ
じ
ゃ
、

３０
ォ
以
上
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
だ
な
」

と
言
っ
て
い
た
が
、
秋
山
が
こ
の
大

会
で
初
優
勝
し
た
の
は
九
年
前
の
第

九
回
長
崎
大
会
の
こ
と
。　
一
方
の
小

島
は
七
年
前
の
十

一
回
和
歌
山
大
会

で
初
め
て
優
勝
し
て
い
る
。
男
子
若

手
の
伸
び
悩
み
が
い
わ
れ
て
久
し
い

が
、
今
大
会
で
も
そ
の
兆
候
は
は
っ

き
り
と
現
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

秋
山
に
敗
れ
た
銭
谷

・
飯
野
あ
た

り
の
若
手
は
大
い
に
奮
起
し
て
ほ
し

い
も
の
。

○
…
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
の
湯
木

は
、
決
勝
終
了
後
、
中
野
市
長
の
青

木
太
郎
氏
と
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
・
ゲ

ー
ム
を
行
っ
た
が
、
青
木
氏
は
世
界

の
女
王
湯
木
を
向
う
に
回
し
、
大
奮

戦
。
勢
い
あ
ま
っ
て
転
倒
の
シ
ー
ン

に
、
周
囲
は
ハ
ラ
ハ
ラ
。
惜
し
く
も

敗
れ
た
が
、
市
長
の
健
闘
に
大
き
な

拍
手
が
会
場
全
体
を
つ
つ
ん
で
い
た
。

○
…
３０
ォ
以
上
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で

優
勝
し
た
吉
田
邦
男
選
手
は
、
こ
の

大
会
終
了
後
に
神
奈
川
か
ら
福
二島
の

郡
山
へ
転
勤
と
な
る
た
め
、
神
奈
川

か
ら
の
出
場
は
こ
れ
で
最
後
。
神
奈

川
県
の
各
選
手
か
ら
贈
ら
れ
た

「神

奈
川
ク
ラ
ブ
」
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
て
健
闘
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
単
複

に
栄
冠
を
獲
得
し
た
。
試
合
終
了
後

さ
す
が
に
シ
ン
ミ
リ
。
小
島

一
平
選

手
ら
に
「国
体
に
出
て
き
て
下
さ
い
」

と
い
わ
れ
、
感
慨
深
げ
に
帰
途
に
つ

い
た
。

○
…
大
会
の
開
催
さ
れ
た
中
野
市
で

は
、
来
年
度
の
全
国
高
校
総
体
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
長
野

県
協
会
、
中
野
市
関
係
者
の
熱
の
入

れ
方
も
大
変
な
も
の
で
、
青
木
太
郎

中
野
市
長
も
連
日
会
場
に
姿
を
見
せ

て
い
た
。
宿
泊
地
の
渋
温
泉
か
ら
会

場
ま
で
は
、　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送

り
迎
礼ヽ

ヽ
）う
い
っ
た
全
国
級
の
試

合
の
経
験
が
な
い
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
き
わ
ど
い
シ
ャ
ト
ル
な
ど
に
は

目
が
つ
い
て
い
か
な
い
シ
ー
ン
も
見

受
け
ら
れ
た
が
、　
一
生
け
ん
命
や
っ

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
選
手
の

間
で
も
好
評
な
大
会
だ
っ
た
。
審
判

の
中
に
は
、
試
合
の
終
わ
っ
た
選
手

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
，受
け
に
く
る
な
ど

非
常
に
熱
心
で
、
来
年
の
全
国
総
体

も
立
派
な
大
会
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
よ
つ
で
あ
る
。

¬
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な ＼‐
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中

山

籍

大
）
、
高

田

宙

条
じ

が
そ
れ
ぞ
れ
単
を
制
す

団
体
戦
は
近
畿
大
と
四
条
畷
学
園
が
栄
冠

◆
昭
和
５０
年
度
西
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
◆
　
７
／
２８
～
８
／
２
　
長
崎

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝
（中・福大Ⅷ２⌒‐５‐５‐‐２４）０鎌一経大）

（
江
福
大
「
　

不
戦
勝
　

が

工
柚

▽
三
位
決
定
戦

棟
　
　
　
　
不
戦
勝
　

西
　
　
村

▽
決
勝中　　山２一‐７‐５３‐‐―‐４４‐５）・江　　口

〔評
〕
昨
年
度
本
大
会
覇
者
江
口
と

昨
年
度
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
三

位
の
中
山
の
福
岡
大
勢
同
士
の
試
合

と
な
っ
た
。

第

一
ゲ
ー
ム
江
回
は
持
前
の
レ
シ

ー
プ
の
よ
さ
と
配
球
の
う
ま
さ
で
８

１
１
と
リ
ー
ド
。
中
山
も
豪
快
な
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
巧
み
に
ス
ト
レ
ー
ト
、

ク
ロ
ス
に
打
ち
分
け
、
ば
ん
回
し
た

が
、
江
回
の
動
き
の
よ
さ
と
ス
ピ
ー

ド
に
圧
倒
さ
れ
、
江
回
の
先
勝
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い
る
と
、
江
口

の
返
球
が
バ
ッ
ク
、
サ
イ
ド
に
ラ
イ

ン
を
割
る
ミ
ス
が
続
発
し
、
中
山
は

４
１
２
、
６
１
２
と
リ
ー
ド
し
試
合

を
有
利
に
展
開
す
る
。
中
山
は
第

一

ゲ
ー
ム
と
う
っ
て
か
わ
り
、
ド
ロ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
、　
ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
、
そ

し
て
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
コ
ー
ト
の
四
隅

に
散
ら
し
、
江
回
の
動
揺
を
さ
そ
い
、

９
１
３
と
り
―
ド
し
、
ス
マ
ッ
シ
ュ

を
軸
と
す
る
自
分
の
プ
レ
ー
に
徹
し
、

‐５
‐
４
と
こ
の
ゲ
ー
ム
を
握
り
、
フ

ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。

第

一
ゲ
ー
ム
江
日
、
第
ニ
ゲ
ー
ム

中
山
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
の
も
と

に
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
が
、
フ
ァ

イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
は
前
半
４
オ
ー
ル

と
両
者
互
角
の
自
熱
し
た
試
合
と
な

っ
た
。
中
山
は
江
日
の
フ
ォ
ア
側
を

し
き
り
に
攻
め
た
て
、
ま
た
、
ス
マ

ッ
シ
ュ
カ
に
も
の
を
い
わ
せ
て
７
１

５
、
１０
１
６
と
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
が

江
口
も
レ
シ
ー
プ
と
フ
ォ
ア
か
ら
ク

ロ
ス
に
打
つ
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
さ
え
は

じ
め
、
連
続
４
ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
、

１０
オ
ー
ル
と
し
、
さ
ら
に
１４
オ
‐
ル

の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
な
っ
た
。
こ
こ

で
中
山
は
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
ス
マ
ッ

シ
ュ
で
江
口
を
圧
倒
し
２
１
０
と
す

る
と
、　
一
気
に
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
り
、

西
日
本
学
生
選
手
権
大
会
の
タ
イ
ト

ル
タ
子ゝ
に
し
た
。

（関
西
学
連

。
青
葉
伸
昌
）

女子団体ランキング

男子団体ランキング

1.四条畷学園女子短期大学
2.長崎大学
3.武庫川女子大学
4。 東海女子短期大学

1.近畿大学
2.大阪経済大学
3.福岡大学
4.京都産業大学
5。 関西学院大学

6.立命館大学
7.同志社大学
8.熊本商科大学



男子シングルス・ランキング

中山 謙吾 (福 岡 大 )
江口 俊彦 (  〃  )
棟  敏彦 (大阪経済大 )
西村 龍夫 (京都工業大 )
川前 明裕 (大阪経済大 )
古西  悟 (近 畿 大 )
国崎 洋一 (熊本商科大 )
原   誠 (近 畿 大 )

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

ポ
条隋
ム
‐１‐‐‐‐じ
ｏ麟
条』

飾
条隋
ム
‐１‐‐‐‐じ
ｏ酔
条黎

▽三位決定戦

落　　合２（‐‐‐‐‐‐９５）０秋　　本
▽
優
勝

高
一　
　
田
２
⌒・‐‐‐
‐ ‐
６ ７
）
０
徳
　
　
田

〔評
〕
第

一
ゲ
ー
ム
、
す
べ
り
だ
し

よ
く
徳
田
２
１
１
か
ら
７
１
１
と
一

気
に
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
が
、
そ
の
後

徳
田
に
最
初
の
一
発
目
の
ミ
ス
が
目

立
ち
、
何
度
か
サ
ー
プ
権
を
奪
っ
た

も
の
の
得
点
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が

出
来
ず
、
そ
の
間
高
日
の
正
確
な
リ

タ
ー
ン
が
冴
え
わ
た
り
、
徳
田
は
ミ

ス
を
重
ね
る
ま
ま
こ
の
ゲ
ー
ム
を
落

と
し
た
。

続
く
第
ニ
ゲ
ー
ム
、
徳
田
は
積
極

的
に
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
ス
マ
ッ
シ
ュ

と
ク
リ
ヤ
ー
で
高
田
を
二
日し
め
る
が
、

高
田
は
よ
く
球
を
拾
い
、
正
確
に
返

球
し
、
徳
日
の
甘
く
な
る
リ
タ
ー
ン

を
確
実
に
た
た
き
、
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン

ト
を
握
っ
た
。
こ
こ
で
高
田
の
劇
的

な
ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
イ

ン
が
決
ま
リ
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。

（九
州
学
連
）

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

（
松梅
近
大
『
２
（
‐５ ‐５
‐ ‐
８ ６
）
０

（
平佐
近
大
椰

（
谷古
近
大
珈
２
（‐５ ‐５
‐ ‐
‐３ ５
）
０

（
‐ヒ中
福
大
『

▽
三
位
決
定
戦

靴　　棘２⌒‐５‐５‐‐３４）０紳　　御

▽
決
勝

猫
　
　
一師
２
⌒‐５‐５
‐ ‐
５ ６
）
０
櫛
　
　
訓

〔評
〕
関
西
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
パ
ワ

ー
あ
ふ
れ
る
古
西

・
谷
島
組
と
そ
の

コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
さ
と
若
さ

あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
勝
ち
進
ん
で
き

た
梅
田

・
松
重
組
の
近
大
勢
同
士
の

決
勝
。
第

一
ゲ
ー
ム
古
西
組
は
立
ち

上
り
か
ら
そ
の
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
、

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
梅
田
組
を
わ

ず
か
６
ポ
イ
ン
ト
に
お
さ
え
た
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い
る
と
、
前
半

古
西
組
に
イ
ー
ジ
ー
ミ
ス
が
多
く
、

梅
田
組
が
４
ポ
イ
ン
ト
を
先
取
し
ペ

ー
ス
を
つ
か
ん
だ
か
に
み
え
た
が
、

そ
の
後
古
西
組
は
気
迫
の
こ
も
っ
た

プ
レ
ー
で
自
分
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
み

一
気
に
連
取
し
１５
‐
５
の
ス
コ
ア
で

優
勝
を
手
に
し
た
。
（全
日
本
学
連
）

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝
脚条』̈２（‐５‐５‐‐８４）０敵口条瘍

耐条畷〈＋一２（‐５‐５‐‐６４）０紺飛女楓

女子シングルス・ランキング

高田 幹子 (四条畷学園)
徳田 敦子 (  ″  )
落合 光子 (  ″  )
秋本 幸子 (  ″  )
林  正子 (岡 山 大 )
田宮佐知子 (大 谷 大 )
辻 かほる (四条畷学園)
松尾 淑子 (福 岡 大 )



勇子ダブルス・ランキング

1.古西  悟・谷島 助男

▽
三
位
決
定
戦

雄　　瀬２⌒‐５‐５‐‐８‐０）０時 大彙藤
　　″
　
　
″

近

梅田 勝彦 。松重
佐藤  純 。平瀬
中山 謙吾・北谷
国崎 洋一 。本石
江口 俊彦 。田中
棟  敏彦・横田
佐野  弘・瀬良

(福 岡 大 )
(熊本商科大 )

田田
2

15 15
1   1

9 3
0
落秋

合本

2.

3.

4.

5。

6.

7.

8.

博俊

恭一

幸一

▽
決
勝

馬

　

徳

辺

　

一局

恒典 (福 岡 大 )
利弘 (大阪経済大 )

信明 (近 畿 大 )

徳田 敦子・高田 幹子

秋本 幸子・落合 光子

辻 かほる 。広瀬 純子

千馬たえ子・渡辺 昭子
小出 静香 。羽崎由味子

松尾 淑子・西田 瑞恵
雅代 。官武 澄子

木田 陵子・渡辺 雅子

(四条畷学園 )

(  ″  )

(樟 蔭 短 大 )

(福 岡 大 )
(武 庫
(長 崎

女子ダブルス・ランキング
〔評
〕
四
月
の
大
阪
学
生
、
六
月
の

関
西
学
生
に
続
い
て
公
式
戦
三
度
目

の
決
勝
で
の
対
決
と
な
っ
た
。
過
去

三
度
と
も
徳
田
組
の
勝
利
に
終
わ
っ

)

)

大 )

″

″

(

(

は
秋
本
組
に
打
た
せ
て
レ
シ
ー
プ
に

ま
わ
る
余
裕
の
あ
る
プ
レ
ー
を
展
開
、

時
々
み
せ
る
高
田
の
ネ
ッ
ト
前
で
の

ス
マ
ッ
シ
ュ
、
ド
ラ
イ
ブ
、
カ
ッ
ト

が
冴
え
、
秋
本
組
は
攻
撃
を
し
な
が

ら
も
チ
ャ
ン
ス
で
ゆ
ず
り
あ
っ
た
り

ミ
ス
を
多
発
、　
い
い
と
こ
ろ
な
く
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い
り
、
徳
田
組

は
積
極
的
に
攻
撃
に
出
た
が
、
秋
本

の
持
味
を
フ
ル
に
生
か
し
た
レ
シ
ー

ブ
、
落
合
の
強
打
を
組
み
合
わ
せ
、

２
１
５
か
ら
５
１
５
ま
で
、
そ
し
て

５
１
ｎ
か
ら
９
１
Ｈ
ま
で
追
い
つ
き

な
が
ら
、
や
は
り
徳
田
組
の
自
信
に

満
ち
た
打
球
と
プ
レ
ー
に
一
度
も
リ

ー
ド
を
奪
え
な
か
っ
た
。

徳
田

・
高
田
は
二
人
と
も
強
打
の

持
主
で
ペ
ア
の
息
も
ぴ
っ
た
り
合
っ

た
す
ば
ら
し
い
ダ
ブ
ル
ス
で
、
他
を

全
く
よ
せ
つ
け
ず
に
優
勝
し
た
の
は

立
派
で
あ
っ
た
。
三
た
び
敗
れ
去
っ

た
秋
本

・
落
合
に
し
て
も
秋
本
の
抜

群
の
レ
シ
ー
プ
カ
を
生
か
せ
る
よ
う

な
プ
レ
ー
を
展
開
す
れ
ば
、
徳
田
組

を
あ
わ
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
あ
と
も
う

一
歩
の

リ
ー
ド
が
奪
え
な
い
ま
ま
終
っ
た
の

は
残
念
で
あ
っ
た
。

（関
西
学
連

・
安
田
伸

一
）

て
お
り
、
秋
本
組
に
と
っ
て
は
三
度

日
の
正
直
で
、
そ
の
戦
い
ぶ
り
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

が
、
第

一
ゲ
ー
ム
初
め
か
ら
徳
田
組
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私の提言
―

――― 私の提言

過
去
二
回
に
わ
た
っ
て
勝
ち
抜
い
て
来
た
日
本
が
、

遂
に
四
回
目
の
防
衛
が
出
来
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

屈
し
て
し
ま
っ
た
現
在
、
今
迄
張
り
つ
め
て
来
た
気

持
が

一
挙
に
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
感
じ
が
す
る
。

敗
因
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
方
面
の
方
々
が
あ
れ

こ
れ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
に
は

一

口
に
は
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し

一
つ
だ
け
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は
、
こ

の
数
年
来
、
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
故
障
が
多
く
、

せ
っ
か
く
の
合
宿
を
し
て
も
本
人
は
も
と
よ
り
指
導

者
逹
も
こ
わ
ご
わ
練
習
し
て
い
た
た
め
、
思
う
存
分

出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
が
科
学
的
科
学
的
と
さ
わ
い

で
い
る
た
め
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
、

や
れ
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
の
、
ウ
エ
ー
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
と
理
論
が
先
丈
っ
て
、
か
ん
じ

ん
の
選
手
逹
の
身
体
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
来

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ｃ
そ
の
た
め

一
寸
し
た

は
ず
み
に
故
障
を
起
し
て
Ｌ
ま
う
の
で
あ
る
。

私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
故
障
の
多
い
選
手
は
ト
ッ
プ

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
資
格
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
故
障
を
起
さ
な
い
選
手
を
作
る
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
れ
は
中
学
や
高
校
時
代

に

一
本
の
ス
マ
ッ
シ

ュ
を
打
つ
よ
り
、
よ
り

一
メ
ー

ト
ル
多
く
走
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
私
自
身
、
比

較
的
故
障
も
ク
な
く
水
い
問
選
手
生
活
を
続
け
る
こ

全国の指導者の皆さんに望むこと

走ることの好きな選手を育てて .ノ

中 山 紀 モチ (前
ユーバー杯 日本チームコーチ兼選手 )

と
が
出
来
た
の
も
た
だ
ひ
た
す
ら
え
る
こ
と
に
専
念

し
た
た
め
だ
と
思
っ
て
い
る
。

事
実
、
第
セ
回
の
ユ
杯
を
理
え
る
ま
で
の
こ
の

一

年
間
、
私
自
身

二
年
半
の
ブ
ラ
ン
ク
を
う
め
る
た
め

に
、
ま
ず
走
る
こ
と
に
重
点
を
置

い
た
の
で
あ
る
。

今
年
の

一
月
の
対
イ
ギ
リ
ス
戦
の
惨
敗
に
後
ろ
指
を

さ
さ
れ
な
が
ら
も
、
た
だ
ひ
た
す
ら
ユ
杯
の
日
を
目

標
に
走
り
つ
づ
け
た
結
果
、
ど
う
や
ら
本
番
の
ユ
杯

に
は
な
ん
と
か
勝
つ
こ
と
が
出
来
、
今
起
以
上
に
走

る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
切
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
現
在
は
中
学
生
で
も
相
当
技
術
が
進
ん

で
い
る
よ
う
だ
が
、
私
の
望
む
こ
と
は
、
ス
マ
ッ
シ

ュ
や
ド
ロ
ッ
プ
が
上
手
に
出
来
な
く
て
も
よ
い
、
そ

ん
な
こ
と
よ
り

一
番
基
本
で
あ
る
た
る
こ
と
が
好
き

な
選
手
を
作
っ
て
ほ
し
い

（指
図
さ
れ
て
た
る
の
で

は
な
く
自
分
か
ら
走
り
だ
す
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
か
く
中
学
や
高
校
の
指
導
者
逹
は
、
選
手
が
自

分
の
手
許
に
い
る
時
に
よ
り
完
成
し
た
選
手
に
育
て

よ
う
と
い
う
気
持
が
つ
よ
く
、
根
本
的
な
身
体
づ
く

り
に
目
を
向
け
な
い
で
、
手
先
の
器
用
さ
だ
け
に
と

ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ふ
し
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

そ
の
時
だ
け
は
あ
る
程
度
の
成
績
は
で
て
も
、
将
来

ひ
よ
わ
な
す
ぐ
故
障
の
起
る
選
手
が
育
っ
て
Ｌ
よ
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
今
後
ユ
杯
を
奪
回
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。



カ
ア
ル
Ｌ

水
鳥
？

ナ
イ
ロ
ン
を
感
じ
さ
せ
な
い
ナ
イ
ロ
ス

新
開
発
さ
れ
た
、
カ

ア
ル
ト
ン
ピ
ー

ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
″

許
謀
艶
綱催
‥
ピ
鳳
松

最
も
類
似
し
た
性
能
を

備
え
た
、
新
し
い

シ
ャ
ト
ル
で
す
。
　
　
ヽ

ヽヽ

ニュートーナメントの特徴

―
●打球音が変った●ラケットから離れる
感じが変った●ネットでのターンノーバ
(回転)が変った●スピン●シャトルに対
する視覚度 (よ く見える)が よくなった●飛
翔のときの一貫した安定性が増加された。

メトロレジャー株式会社
東京都千代田区外神田5-6-4 TEL 833-3661(代 )



1975年の総決算

“日本一"の栄冠はだれの頭上に.″

今
年
も
い
よ
い
よ
総
決
算
と
も
い

う
べ
き
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

（正
式
に

は
昭
和
５０
年
度
全
日
本
総
合
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
）
が
間
も
な
く

開
催
さ
れ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
つ
に
こ
の
大
会
は
、

そ
の
前
身
を
全
日
本
選
手
権
と
い
い

第

一
回
大
会
は
東
京
で
昭
和
２２
年
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
二
年

目
の
こ
と
で
し
た
。

名
称
が
全
日
本
総
合
選
手
権
と
改

称
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
３５
年
度
大
会

か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
現
在
の
社
会

人
大
会
の
よ
つ
な
形
で
、
各
都
道
府

県
協
会
か
ら
推
薦
さ
れ
、
選
抜
さ
れ

た
選
手
に
よ
っ
て
争
わ
れ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、
こ
の
大
会
を
い
っ
そ
う

権
威
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

従
来
の
選
抜
に
よ
る
方
法
を
改
め
、

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
の
五

大
大
会
＝
全
日
本
実
業
団
選
手
権
、

全
日
本
社
会
人
選
手
権
、
全
日
本
教

職
員
選
手
権
、
全
日
本
学
生
選
手
権

全
国
高
校
選
手
権

金
昌
校
総
体
）
の

個
人
戦
の
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
８
ま

で
の
選
手
と
、
前
年
度
本
大
会
ラ
ン

キ
ン
グ
ベ
ス
ト
ー０
ま
で
の
選
手
、
そ

れ
に
協
会
推
薦
の
選
手
若
十
を
加
え

た
選
手
だ
け
が
出
場
で
き
る
と
い
う
、

非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

文
字
ど
お
り

″日
本

一
″
を
決
め

る
大
会
で
す
か
ら
、
出
場
選
手
は
今

年

一
年
の
す
べ
て
を
賭
け
て
コ
ー
ト

に
登
場
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
全
国
か
ら
集
る
選
手
た
ち

の
熱
戦
を
ご
ら
ん
に
な
る
よ
つ
、
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

●
期
日
開
会
式
＝
１２
月
９
日

（火
）

競
技
＝
１２
月
１０
日

（水
）
～

‐４
日

（日
）

●
会
場
‐２
月
Ю
日
～
１２
日

東
京
都
中
央
区
立
総
合
体
育
館

地
下
鉄
人
形
町
下
車

・
徒
歩
７
分

‐２

月

１３

日

～

１４

日

国
立
競
技
場
代
々
木
第
二
体
育
館

国
電
原
宿
下
車

・
徒
歩
３
分

歴代チヤンピオン・シングルス

オールジャパン '75

:こ
´
つい て の

お問合せは

03

|

467

|

31110

日本バドミントン協会

年 度 く開催地〉 〈男 子〉 〈女 子 〉

日召  ホロ  35

″     36

″     37

″     38

″     39

″     40

″     41

″     42

″    43

″     44

″    45

″    46

″     47

″     48

″     49

秋

東

横

東

東

東

東

東

東

東

田

示

浜

示

示

示

示

示

示

示

東

示

横

岐

一示

者6

浜

阜

会 津 若 松

小  宮
小  宮
宮  永
渡  部
宮  永
秋  山
月ヽ  島
4ヽ   島
4ヽ   島
4ヽ   島
4ヽ   島
栂 野 尾

イヽ  島
4ヽ   島
銭  谷

一　
昌
　
一　
一　
欽

雄

雄

司

一

司

男

平

平

平

平

平

一
平

平

治

好

好

武

紘

武

真

一

橘

秋

高

横

高

横

高

高

高

湯

竹

中

湯

湯

湯

山

木

井

木

山

木

木

橋

木

中

山

木

木

木

美 智 子

文  子
紀  子
文  子
紀  子
満  子
紀  子
紀  子
と も 子

博  江
悦  子
紀  子
博  恵
博   恵
博  恵

オール ジャパン '75を見にいこう



●男子単ガッツ小島か若獅子銭谷か

●
小
島

一
平

●
銭
谷
欽
治

●
栂
野
尾
昌

一

●
土
田
肛
雄

最
右
翼
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、
九

月
の
ト
マ
ス
杯
予
選
、
全
日
本
社
会

人
、
そ
し
て
十
月
の
国
体
で
す
ば
ら

し
い
集
中
力
を
み
せ
た
小
島

一
平

（ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ツ
プ
元
町
）
で
あ

ろ
う
。
昨
年
の
本
大
会
で
は
不
運
に

も
準
決
勝
で
肉
ば
な
れ
の
た
め
棄
権

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
年
の

大
会
に
賭
け
る
意
気
ご
み
は
相
当
な

も
の
で
あ
る
。

小
島
を
追
つ
の
は
銭
谷
欽
治

（河

崎
ラ
ケ
ッ
ト
）。
全
日
本
社
会
人
で
は

一秋
山
真
男

（秋
山
紙
店
）
に
大
接
戦

の
末
敗
れ
た
が
、
国
体
で
は
、
ま
っ

た
く
相
手
を
寄
せ
つ
け
ぬ
勢
い
で
、

エ
ー
ス
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
相
手
コ
ー

ト
に
叩
き
つ
け
て
い
た
。

こ
の
二
人
の
戦
い
の
間
に
く
い
込

む
と
思
わ
れ
る
の
は
、
秋
山
、
本
間

順
次

（ト
ヨ
タ
自
動
車
）、
栂
野
尾
昌

一
（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
）、今
泉

勉

（高
岡
市
役
所
）
ら
だ
が
、
秋
山

の
存
在
が
不
気
味
で
あ
る
で
全
日
本

社
会
人
で
み
せ
た
プ
レ
ー
を
再
現
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
小
島

・
銭
谷

と
も
に
息
を
抜
け
な
い
。

若
手
で
期
待
が
も
て
る
の
は
、
ト

マ
ス
杯
予
選
で
自
信
を
つ
け
た
土
田

証
雄

（日
大
）、中
大
の
山
本
茂
樹
、

長
谷
川
博
幸
、
西
村
正
美
，れ

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
は

一
発
勝
負
の

要
素
も
あ
る
た
め
、
全
身
全
一立
を
集

中
で
き
る
精
神
力
を
も
っ
た
選
手
が

栄
光
の
座
に
つ
く
で
あ
ろ
う
◇

轡Ｐ
Ｌ

Ｆ
l

溜
盪
●
¬

と |

強

「
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●好単ゆるがぬ湯本の王座

●
湯
木
博
恵

●
竹
中
悦
子

マ

●
池
田
美
加

●
徳

田
敦

子

よ
ほ
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
も
な

い
か
ざ
り
、
湯
木
博
恵

（河
崎
ラ
ヶ

ッ
ト
）
の
優
勝
は
ま
ち
が
い
な
い
。

全
日
本
実
業
団
、
全
日
本
社
会
人
、

そ
し
て
国
体
と
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
ト

ル
を
総
ナ
メ
に
し
て
お
り
、
焦
点
は

ど
の
よ
う
な
プ
レ
ー
を
み
せ
る
か
に

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

こ
の
湯
木
の
王
座
を
多
少
で
も
揺

が
す
可
能
性
の
あ
る
の
は
竹
中
悦
子

（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
）
で
あ
ろ

λヽ

竹
中
は
相
沢
マ
チ
子
引
退
の
あ

と
、
シ
ン
グ
ル
ス
一
本
に
賭
け
て
お

り
、
か
っ
て
の
全
英
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
意
地
に
も
か
け
て
、
打
倒
湯
木
に

全
力
を
傾
け
る
で
あ
ろ
λヽ

続
く
の
は
池
田
美
加

（河
崎
ラ
ケ

ッ
ト
）、
西
尾
真
理
子

（日
体
大
）、
井

上
昌
子

（同
）、
徳
田
敦
子

（四
条
畷

短
大
）、高
田
幹
子

（同
）
と
い
っ
た

メ
ン
バ
ー
。

若
手
伸
び
悩
み
の
現
情
打
開
の
た

め
に
、
何
と
か
学
生
陣
に
上
位
入
賞

を
は
た
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
が
、
高

校
三
冠
王
に
輝
く
植
野
恵
美
子

（四

条
畷
）
は
か
な
り
期
待
で
き
よ
り
。

昨
年
は
二
回
戦
で
敗
れ
た
が
、
今

年
は
地
力
も
つ
け
て
き
て
お
り
、　
ュ

杯
奪
回
の
目
途
を
た
て
る
意
味
で
も

そ
の
戦
い
ぶ
り
を
注
目
し
た
い
。

に

′
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●男子複 飯野・土田の挑戦をどう受けるか池田・栂野尾

●
池
田
信
孝

・
栂
野
尾
昌

一
組

●
飯
野
佳
孝

。
土
田
証
雄
組

ダ
ブ
ル
ス
は
、
原
稿
段
階
で
は
申

込
み
を
締
め
切
っ
て
い
な
い
の
で
、

ど
う
い
う
ペ
ア
に
な
る
か
不
明
だ
が

一
応
昨
年
と
同
じ
ペ
ア
と
し
て
考
え

て
み
よ
う
。

池
田

・
栂
野
尾
組

（電
電
東
京

。

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
）
は
過
去
三

連
勝
し
て
い
る
が
、
三
連
勝
は
か
な

り
け
わ
し
い
も
よ
う
。
国
体
で
は
、

決
勝
で
神
奈
川
県
の
小
島

・
宮
川
組

に
フ
ル
ゲ
ー
ム
の
末
敗
れ
て
お
り
、

プ
レ
ー
の
展
開
が
他
の
ペ
ア
に
覚
え

ら
れ
て
い
る
の
も
苦
し
い
。

そ
れ
に
対
し
、
飯
野

・
土
田
組

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
。
日
大
し

は
、
今
の
ぼ
り
調
子
の
ペ
ア
。
飯
野

の
角
度
の
あ
る
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
と

土
日
の
サ
ウ
ス
ポ
ー
特
有
の
ク
ロ
ス

カ
ウ
ン
タ
ー
を
武
器
に
タ
イ
ト
ル
を

一狙
つ
で
あ
ろ
う
。

過
去
四
回
の
優
勝
を
経
験
し
て
い

る
秋
山

・
小
島
組

（秋
山
紙
店

・
ラ

ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
）
も
ベ
テ
ラ

ン
の
味
を
生
か
し
、
ま
た
徹
底
的
に

拾
い
ま
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
チ

ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ
る
。
高
岡
市
役

所
の
ペ
ア
、
河
村

・
今
泉
組
も
コ
ン

ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
に
は
定
評
が

あ
り
、
じ
っ
く
り
と
ラ
リ
ー
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
が
…
…
。

学
生
勢
か
ら
の
挑
戦
は
、
楽
し
み

で
あ
る
が
、
社
会
人
の
カ
ベ
を
破
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

S｀ 燿

Fヲ
ギ
薦

曝 判 .I

ミ

眩



●好複着手学生陣の奮起に期待
●
湯
木
博
恵

・
池
田
美
加
組

●
西
尾
真
理
子
・
秋
本
八
代
美
組

湯
木

。
池
田
組
（
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）

の
二
連
勝
は
固
い
。

相
沢

・
竹
中
組

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス

ポ
ー
ツ
）
と
の
対
決
は
大
い
に
会
場

を
わ
か
せ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
相
沢

が
引
退
し
た
今
年
は
、
湯
木

・
池
田

に
せ
り
あ
え
る
ペ
ア
は
ま
ず
見
当
た

，ら
外
ひ
い
。

社
会
人
で
は
藤
井

・
沼
能

（旭
光

学
）
が
ど
こ
ま
で
や
る
か
と
い
っ
た

と
こ
ろ
だ
が
、
や
は
り
学
生
ペ
ア
が

湯
木

・
池
田
に
続
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

日
体
大
勢
の
、
西
尾
・
秋
本
、
古

谷

・
佐
伯
、
四
条
畷
短
大
の
徳
田

・

高
田
、
日
女
体
大
の
千
葉

。
松
田
と

実
力
伯
仲
で
あ
る
。

楽
し
み
な
の
は
、
徳
田

・
高
田
組

が
息
の
あ
っ
た
コ
ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
ど
こ
ま
で
進
出
す
る
か
で
あ
る
が
、

組
合
せ
に
よ
っ
て
は
、
決
勝
で
湯
木

・
池
田
組
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

ま
だ
ま
だ
試
合
に
よ
っ
て
も
ム
ラ

の
現
わ
れ
る
湯
木

・
池
田
の
ペ
ア
だ

が
、
後
に
続
く
若
手
の
た
め
に
も
、

完
壁
に
近
い
内
容
を
見
せ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
若

手
学
生
陣
も
目
標
を
見
定
め
て
頑
張

る
こ
と
が
で
き
よ
つ
。

ユ
杯
奪
還
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
選
手
の
奮
戦
健
闘
を
楽
し

み
に
し
た
い
。

療 ,ゝ



●混合複 コンビネーションと精神力の勝負

―
ガ

ht
、

■

∫

ノ

●
栂
野
尾
昌

一
。
竹
中
悦
子
組

栂
野
尾

・
竹
中
組

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ
）
は
、
今
年
優
勝
す
れ
ば

二
連
勝
に
な
る
わ
け
だ
が
、
過
去
三

回
に
く
ら
べ
る
と
、
苦
戦
が
予
想
さ

れ
る
。
今
井

。
池
田
組
、
平
井

・
柴
山
組

（
い
ず
れ
も
河
崎
ラ
グ
ッ
ト
）
の
両

ペ
ア
が
地
力
を
つ
け
て
き
て
お
り
、

激
戦
は
避
け
ら
れ
ま
い
。

混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
面
白
さ
は
、
お

互
い
に
あ
せ
ら
ず
、
じ
っ
く
り
と
球

を
散
ら
し
て
、
チ
ャ
ン
ス
を
待
ち
、

一
本

一
本
着
実
に
進
め
て
い
く
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
女
子
が
前
衛

で
ど
の
程
度
積
極
的
に
手
を
出
し
て

ゆ
け
る
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

と
く
に
、
最
近
の
よ
つ
に
攻
撃
力

の
増
し
た
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に
な
る
と
、

前
衛
で
手
を
出
す
の
は
、
瞬
間
の
判

断
と
、
す
ば
や
い
反
応
、
的
確
な
予

測
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
ミ
ス
し

て
も
な
お
固
く
な
っ
た
り
、
プ
レ
ー

が
小
さ
く
な
っ
た
り
し
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
あ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
中
で
も
と

く
に
精
神
的
な
面
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
、
い
っ
た
ん
歯
車
が
狂
っ

て
し
ま
つ
と
、　
一
方
的
に
押
し
ま
く

ら
れ
る
と
い
つ
展
開
も
多
い
。

年
々
エ
ン
ト
リ
ー
も
ふ
え
て
お
り

ど
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
に
な
る
か
楽
し

み
で
あ
る
。

・

―

・ ぃ ‐

一ヽ．ヽｒｔ一̈



歴代チヤンピオン 0ダブルス

度年 可=〉〈男 〈可無 詈
生〉

日召不日 35

″    36

″    37

″    38

〃    39

〃   40

″   41

″   42

″   43

〃    44

〃    45

″    46

″    47

″    48

″    49

沢 田   力・森   晃 一

沢 田   力・森   晃 一

沢 田   力・森   晃 一

鈴 木 幸 春 。東 条 義 昭

界  栄 ―・宮 永 武 司

堺  栄 一・宮 永 武 司

界  栄 ―・宮 永 武 司

秋 山 真 男・イヽ 島 一 平

秋 山 真 男・イヽ 島 一 平

秋 山 真 男・ 4ヽ 島 一 平

塀   栄 一・栂野尾 昌 一

鈴 木 健 一・池 田 信 孝

秋 山 真 男・ 4ヽ 島 一 平

池 田 信 孝・栂野尾 昌 一

池 田 信 孝・栂野尾 昌 一

高 橋 奉 子 。長 野 文 子

木 村 政 子・横 山 満 子

高 木 紀 子・諸 田 みや子

有 木 とみ子・三 原 弘 美

高 木 紀 子・天 野 博 江

高 木 紀 子 。天 野 博 江

高 木 紀 子・天 野 博 江

高 木 紀 子・天 野 博 江

相 沢 マチ子・竹 中 悦 子

相 沢 マチ子・竹 中 悦 子

相 沢 マチ子・竹 中 悦 子

中 山 紀 子・湯 木 博 江

相 沢 マチ子・竹 中 悦 子

相 沢 マチ子・竹 中 悦 子

湯 木 博 恵・池 田 美 加

歴代チヤンピオン・混合ダブルス

度年 名手選

日召  千口  35

〃     36

″     37

″     38

″     39

″     40

〃     41

〃    42

″     43

″     44

〃     45

″     46

〃     47

″     48

″     49

毛 利 清 志

杉 田   博

星 野 忠 男

星 野 忠 男

星 野 忠 男

東 条 義 昭

小 宮 好 雄

板 垣 善 憲

鈴 木 健 二

鈴 木 健 二

界   栄 一

界   栄 一

界   栄 一

栂野尾 昌 一

栂野尾 昌 一

根 岸   純

杉 田 良 子

有 木 とみ子

有 木 とみ子

有 木 とみ子

横 井 文 子

上 野 明 美

大 田 節 子

有 木 とみ子

有 木 とみ子

天 野 博 江

天 野 博 江

天 野 博 江

竹 中 悦 子

竹 中 悦 子

会
場
で
本
誌
バ
ツ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
販
売
し
ま
す

全
日
本
総
合
選
手
権
大
会
の
１２
月
１３
日
、

‐４
日
の
両
日
、
国
立
競
技
場
代
々
木
第
二
体

育
館
の
会
場
で
本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
パ
ー
を
販

売
い
た
し
ま
す
。

本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
７０
号
で
発
表

し
て
い
ら
い
多
く
の
方
々
か
ら
ご
注
文
を
い

た
だ
き
、
売
切
れ
の
号
も
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
お
求
め
で
な
い
方
々
の
た
め
に
、

会
場
人
口
に
陳
列
販
売
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
欠
号
を
お
求
め
く
だ

さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ

の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
定
価
で
販
売
い
た
し
ま
す

の
で
、
通
信
で
お
申
込
み
の
さ
い
と
は
多
少

ズ
レ
が
出
来
ま
す
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
時
に
本
誌
の
年
間
予
約
購
読
の

お
申
込
み
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。



■しか ら 南 か ら ――――――

◆函館市民
スポーツ大会◆

A級は
品川 ・久保 田
と折原・ 鈴木

●函館●

各 地 の た よ

家
庭
婦
人
は
千
葉
さ
ん

・
高
田
さ
ん
　
　
棚●

〔男
子
〕

▽

一
般

Ｂ

シ
ン
グ

ル
ス

①
荏
原

（東
京
協
同
）
②
富
山

（札

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
③
藤
原

（
セ
ン
コ
ー
）

久
保
田

（ポ
プ
ラ
勤
）

▽
同
ダ
ブ

ル
ス
　
①
富
山
・竹
内
（札

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
②
）辻

・
吉
田

（松
岡
満

運
）
③
王

江
田

・
森
田

（
三
川
屋
会

館

・電
電
北
海
道
）
柿
崎
、
鷲
尾

（国

鉄
苗
工
）

▽

一
般

Ｃ
シ
ン
グ

ル
ス
　
①

山
田

（札
第

一
高
）
②
）山
口

（真
駒
内
白

衛
隊
）
③
岡
崎

（滝
沢
産
業
）
石
川

（白
石
区
）

▽
同
ダ
ブ

ル
ス
　
①
）松
岡
・古
坐
（郵

政
局

・
電
気
通
信
局
）
②
佐
藤

・
山

口

（札
幌
自
衛
隊
）
③
）加
賀
谷

・
佐

小

　

　

泉

２
１
０

吉

　

　

野

▽
高
校
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

村
　
　
　
田
　
　
　
　
白
　
　
　
幡

高

　

　

桑

２
１
１

〓
一
　

　

浦

（函
中
部
）
　
　
　
　
（函
　
東
）

佐
　
々
　
木
　
　
　
　
士
口　
　
　
野

川
　

　

上

２
１
１

小

　

　

泉

（函
　
東
）　
　
　
　
（函
中
部
）

◆
第
２５
回
函
館
地
区
選
手
権
兼
大
滝
杯
争
奪
大
会
◆

高
校
単
は
小
泉
と
原
田

〔男
子
〕

▽
高
校
シ
ン
グ
ル
ス
準
決
勝

（
吉
函
中
部
Ⅶ

２
１
０
　
（
本寸
函
中
部
刊

（′
‐、
函
中
部
線

２
１
０

期
函
工
業
朔

▽
同
決
勝

々
木
（札
商
高
Ｏ
Ｂ
・北
海
高
Ｏ
Ｂ
）

高
橋
・
山
田

（苗
穂
自
衛
隊
）

〔女
子
〕
▽
一
般
シ
ン
グ
ル
ス
　
①

松
井

（札
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
②
秋
田

（大

塚
歯
科
）
③
増
子
妹
（札
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

斎
藤

（東
海
銀
行
）

▽
同
ダ
ブ
ル
ス
　
①
佐
々
木
・
宮
本

（ラ
イ
ラ
ッ
ク
）
②
下
山
・
加
須
屋

↑
ィ

ト
と

③
山
口
・
関

筒

）

小
飼
・
遠
山

（同
）

▽
家
庭
婦
人
ダ
ブ
ル
ス
　
①
千
葉

・

高
田

（白
石
ク
）
②
牧

・
佐
藤

（ア

リ
ー
ナ
）
③
高
野
・
角
田

（同
）
塚

本
・
塩
谷

（同
）

（北
海
道
新
聞
９
ｏ
ｌ５
）

▽
同
決
勝

雌
　
々
　
林

２
１
０

調
　
　
　
細

▽

一
般
シ
ン
グ
ル
ス
準
決
勝

静師脚詢「
２ば
１
油（久大▼淋ア柚

教
（
住
秘
砂
子
軸

２
１
１

佐
（
今
函
覆
専
榊

（
長
函
格
大
）　
　
　
　
教
（職
亀
沢
中

▽
同
決
勝

離
　
谷
　
躙

２
１
０

興
　
　
　
馴

▽
セ
ミ
ベ
テ
ラ
ン
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

（
窪
上
湯
川
相

２
１
０
　
（
本寸
国
鉄
長
甦

教
）　
　
　
　
　
　
部
）

▽
セ
ミ
ベ
テ
ラ
ン
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

窪
　
　
　
田

（上
湯
川
小
　
　
　
　
天
　
　
　
野

。
中
十
年
橋

ノ‐、巻

２
１
〇

一］
囀
時
黎

田
　
　
　
辺
　
　
　
　
士
口
　
　
　
田

‰

川
中

苦教一
２
１
０

松
（東
　
童
日ド

（坂
東
商
事
）
　

　

　

（函
北
高
教
）

▽
同
決
勝

龍
　
　
細
２
１０
畑　　　刺

〔女
子
〕

謂
部）‐
ビ
筍

▽
同
決
勝

願
　
　
　
剛

２
１
１

騰
　
　
　
井

▽

一
般
シ
ン
グ
ル
ス
準
決
勝

（佐市像所林
２１０回▼ジア碑

♂
獅
錨
子
革
黙
ｏ％

▽
同
決
勝

佐

々

木

２
１
１

目

加

田

▽

一
般
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

¨̈̈
け「２１０ク（磯吉つヤト動

小
　
　
　
沢
　
　
　
　
己
　
　
　
野

動
シャト
ノレ藤
２１０　（馬シヤト
ノレ場

ク
）　
　
　
　
　
　
　
ク
）

▽
同
決
勝

仙
　々
　紳
２１ｌ
Ｍ
　
　
献

（北
海
道
新
聞
９

・
１６
）

〔
一
般
男
子
〕
▽
Ａ
級
①
品
川

（電

電
）
久
保
田

（ア
ジ
ア
石
油
）
②
籠
小

谷

・
長
谷
川

（函
教
大
）
▽
Ｂ
級
第

一ブ
ロ
ッ
２
①
永
沼

（港
小
教
）
安

原

（北
日
吉
小
教
）
②
三
歩

一
・
佐

藤

（市
役
所
）
▽
同
第
ニ
プ
ロ
ツ
ク

①
斎
藤

・
湊

（上
湯
川
小
教
）
②
兼

平

（東
亜
物
産
）
星
野

（農
林
統
計
）

▽
Ｃ
級
第

一ブ
ロ
ッ
ク
①
佐
藤

（北

日
吉
小
教
）
神
田

（湯
川
小
教
）
②
）

中
西

・
高
沢

（万
年
橋
小
教
）
▽
同

第
ニ
プ
ロ
ッ
ク
①
中
島

・
吉
田

（函

ド
ッ
ク
）
②
森
若

。
大
森
（函
工
専
）

〔
一
般
女
子
〕
▽
Ａ
級
①
折
原
。
鈴

木

（愛
好
会
）
②
大
泉

・
松
倉

（シ

ャ
ト
ル
・
ク
）
▽
Ｂ
級
第

一プ
ロ
ッ

ク
①
今
井
・小
松

↑
ン
ャ
ト
ル
・
ク
）

②
金
田

（弥
生
小
社
会
学
級
）
平
原

（シ
ャ
ト
ル
・
ク
）
▽
同
第
ニ
プ
ロ

ッ
ク
①
松
沢
・
猪
又

（北
日
吉
小
社

会
学
級
）
②
菅
原
・柴
田
（愛
好
会
）

▽
同
第
ニ
プ
ロ
ツ
ク
①
ヱ尚
橋
・
加
藤

（愛
好
会
）
②
高
橋

（シ
ャ
ト
ル
・

ク
）
米
坂

（函
教
大
）
▽
同
第
四
ブ

ロ
ッ
ク
①
大
原
・
阿
部

（弥
生
小
社

会
学
級
）
②
）石
原
・
宮
本

（シ
ャ
ト

ル
・
ク
）
（北
海
道
新
聞
１０
。
６
）

浜

　

　

谷

（西
野
会
計
）

久
　
保
　
田

（ア
ジ
ア
石

油
）
▽
同
決
勝

久

保

田

子

０

浜

▽

一
般
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

●函館●

２１０　（長函始大判

２１０
割
一愛梱包【「
▽高校
シング
ルス準決勝

（原函
　西Ⅷ
２１０　（米遺

（松函中部
「
２１０　
（内函

▽同決勝

原

　

　

田

２
１
０

松

　

　

田

▽
高
校
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

内
　
　
　
田
　
　
　
　
浜
　
　
　
田

原

　

　

田

２
１
０

中

　

　

浜

（函
　
西
）　
　
　
　
（函
女
子
商
）

西  愛V田 V坂



各 地 の た よ り

●甲府●

◆山梨県体育祭り
バドミントン◆

ママさんは

星井組

●甲府●

◆
第
１９
回
前
橋
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
◆

●前橋●●前橋●

〔都
市
対
抗
〕

◆

一
般
男
子
　
▽
―
回
戦

大

　

　

月

２
１
１

中

巨

東

八

代

１

１

土

富

士

吉

田

２
１
０

都

山

　

　

梨

２
１
１

南
　
巨

▽
２
回
戦

甲

　

　

府

２
１
０

大

西
　
八
　
代

不
戦
勝

東
　
八

富

士

吉

田

２
１
０

塩

東

山

梨

２
１
０

山

◆

一
般
女
子
　
▽
―
回
戦

西
　
八
　
代

不
戦
勝

南
　
巨

塩

　

　

山

２
１
１

山

▽
２
回
戦

南

巨

摩

１

０

都

中

巨

摩

７

０

東

八

代 留  梨 摩  梨 山 代 月  摩 留 崎 摩

23

一

ヨしか ら 南 か ら

男
子
Ａ
は
稲
村

・
高
橋
組

▽
男
子
Ａ
　
一
位
　
稲
村
浩

上
昌
橋

保
、
二
位
　
平
井
和
男

・
石
原
靖
夫
、

▽
男
子
Ｂ
　
一
位
　
山
田
守

・
金
子

真
次
、
二
位
　
吉
沢
秀
明
・
石
黒
次

男
　
▽
男
子
Ｃ
　
一
位
　
山
崎
政
大

郎

。
真
柄
良

一
、
二
位
　
岡
部
昭
生

・
丸
川
宏
　
▽
男
子
Ｄ
　
一
位
　
田

部
井
秀
昭

・
依
田
敬
伸
、
二
位
　
武

藤
洋
平

・
関
口
敬

一
郎
　
▽
女
子
Ａ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
普
及
に
つ
と
め
る

一
位
　
神
山
美
左
栄

・
池
田
幸
子
、

二
位
　
今
井
智
子

・
梅
沢
知
恵
子

▽
女
子
Ｂ
　
一
位
　
高
橋
美
枝

・
天

利
美
和
子
、
二
位
　
関
口
良
子

・
山

田
ひ
と
み
　
▽
女
子
Ｃ
　
一
位
　
今

田
カ
オ
ル
Ｉ
Ｔ
島
美
智
子
、
二
位

須
永
文
子

・
高
橋
千
恵
子

（上
毛
新
聞
９

・
１６
）

似
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
受
け
て
あ
っ

と
い
う
間
に
広
が
っ
た
」
と
普
及
ぶ

り
に
目
を
細
め
る
。

現
在
、
前
橋
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
理
事
長
を
つ
と
め
、
後
輩
の
指
導

に
あ
た
る
か
た
わ
ら
各
種
大
会
に
必

ず
選
手
と
し
て
顔
を
出
す
。
前
橋
市

民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
は
十
九
回

の
う
ち
十
六
回
も
優
勝
し
て
お
り
、

往
年
の
腕
は
衰
え
を
見
せ
な
い
。

「５８
国
体
に
向
け
て
選
手
の
養
成

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

と
あ
わ
せ
て
底
辺
の
拡
大
を
は
か
り

た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
中
学
校
に
も

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
設
置
を
呼
び
か

け
、
ジ
ュ
ニ
ァ
教
室
を
開
設
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

（上
毛
新
聞
１０

。
７
）

五
十
年
度
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン

グ
ル
ス
選
手
権
大
会
は
、
十
五
日
午

前
九
時
か
ら
甲
府

・
県
営
体
育
館
で
、

中
学
、
高
校
、　
一
般
部
門
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、　
一
般
男
子
Ａ
級
は
小
松

（小
笠
原
園
）
、
同
Ｂ
級
は
佐
々
木

（山
梨
大
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、

四
十
歳
以
上
男
子
は
水
垣

（野
中
商

事
）
が
、
ま
た
中
学
は
男
子
植
松
、

女
子
前
島

（
い
ず
れ
も
甲
府
北
中
）

が
勝
っ
た
。

◆
中
学

▽
男
子
準
決
勝

植
松

（北
）

２
１
０

，
一井

（北
）

牛
山

（北
）

２
１
０

村
松

（北
）

▽
決
勝

植
松

（北
）

２
１
０

牛
山

（北
）

▽
女
子
準
決
勝

笹
井

（北
）

２
１
０

武
内

（北
）

ユ則
島

（北
）

２
１
〇

一狭
原

（北
）

▽
決
勝

前
島

（北
）

２
１
０

笹
井

（北
）

◆
高
校

▽
男
子
二
年
準
決
勝

下
条
（機
山
）
２
１
１
　
一
瀬
（甲
工
）

深
沢
（機
山
）
２
１
１

赤
池
（東
海
）

▽
決
勝

下
条
（機
山
）
２
１
０

深
沢
（機
山
）

▽
男
子

一
年
準
決
勝

深
沢
（甲
商
）
２
１
〇

八
巻
（機
山
）

（
ヵ口
機
々
山
叢

２
１
０

高
橋
（甲
商
）

◆
山
梨
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
◆

甲
府
北
、
中
学
男
女
制
す

▽
決
勝

（
ヵ口
機
崚
工
奪

２
１
１
　
（
深
甲
府
商
漱

▽
女
子
二
年
準
決
勝

天
野
（甲
二
）
２
１
０

鶴
田
（甲
二
）

渡
辺
（甲
商
）
２
１
０

内
池
（巨
摩
）

▽
決
勝

（
天
甲
府
二
一

２
１
０
　
（
渡
甲
府
商
「

◆

一
般

▽
男
子
Ａ
準
決
勝

が
山紙』〕
２１０　（渡力列
オ¶

秒
善
ｍ
２１
群
妙
％

▽決勝
秒
笠原恥
２１０
が
山紙Ｅ

▽
男
子
Ｂ
準
決
勝

（
佐
山
欺
大
林

２
１
０

『
蝶
勁
衛
蜘

（
福
山
梨
大
Ⅶ

２
１
１
　
（
古
山
梨
大
竃

▽
決
勝

（
佐
山
懃
大
珠

２
１
０
　
（
福
山
梨
大
Ⅷ

▽
四
十
歳
以
上
男
子
決
勝

鉢
中商■
２１０
舛
口‐御

（山
梨
日
日
新
聞
９

・
１６
）

第
二
十
八
回
県
体
育
祭
り
秋
季
大

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
は
二
十
四

日
、
甲
府

・
県
営
体
育
館
で
開
き
、

都
市
対
抗
、
個
人
戦
と
オ
ー
プ
ン
競

技
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
オ
ー
プ

ン
の
家
庭
婦
人
で
は
星
井
。大
宮
（ア

ロ
ー
ク
ラ
ブ
）
ま
た
男
子
二
十
五
歳

以
上
で
横
山
。
松
山

（甲
府
）、
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
種

目
は
二
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
山
梨

大
体
育
館
で
行
わ
れ
る
。

底
辺
の
拡
大
を
図
る
稲
村
豊
さ
ん

稲
村
三
兄
弟
の
長
兄
で
、
県
内
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
草
分
け
的
存
在
で

あ
る
。
「二
十
年
前
の
学
生

（前
商
）

の
こ
ろ
は
、
前
橋
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
正
式
に
認

め
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に
一剛
商
、
一則

女
、
前
市
女
の
三
校
だ
け
で
し
た
」

と
当
時
を
語
る
稲
村
さ
ん
は
ま
だ
現

役
で
活
躍
し
て
い
る
息
の
長
い
選
手

で
も
あ
る
。

現
在
で
は
十
軒
の
つ
ち
八
軒
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
用
具
を
持
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
驚
異
的
な
普
及
ぶ

り
を
示
し
て
い
る
が
、
稲
村
さ
ん
は

「最
初
は

″西
洋
の
羽
根
つ
き
″
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
が
妨

げ
に
な
っ
て
い
た
が
、
普
及
し
は
じ

め
る
と
日
本
古
来
の
羽
根
つ
き
に
類



ヨしか ら 南 か ら

一

⌒大
石同

'|1工
V業

甲
　
　
府

２
１
０
富

士
吉
田

塩
　
　
山

２
１
０
東

山

梨

〔オ
ー
プ
ン
〕

◆
家
庭
婦
人
　
▽
準
決
勝

翻
Ь
ず
↓
硝

響

（星耕
口・隊一
２１０
彫軸巨．鮪耕

▽決勝
舜
口．捲
２↓
飴
Ｌ
鎌

◆
男
子
三
十
五
歳
以
上
　
▽
決
勝

（横釉
・膨Ⅷ
２１０　（石規
・恥琳

◆

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
▽
準
決
勝

（雨鴨
・願「
２１０　（平馴府．赫Ⅷ

蔵
湯．タ

ー
上
撤
鼎

（山
梨
日
日
新
聞
９

・
２６
）

日
石
新
潟
製

５
１
０

油
所（新

潟
）

３１２
（石「
り‐‐県す

５
１
０

倉

庫

精

練

５１０
相林増漿
二

３１２
（福福井
井銀「

◆
徳
島
市
民
◆

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
◆

山
橋
童
小崎
組
が

混
合
複
に
優
勝●

徳
島

●

▽

一
般
混
合
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
　
山
橋

・
黒
崎
２
１
０
吉
田

・
吉
田
▽
高
校

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
　
加
村

（徳

島
商
）
２
１
１
森
本

（徳
島
商
）

▽
同
女
子
決
勝
　
増
金

（城
東
）
２

１
０
田
中

（徳
島
商
）
▽
中
学
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
　
笠
井

（八
万
）

２
１
０
福
山

（八
万
）
▽
同
女
子
決

勝
　
泉

（城
東
）
２
１
０
蔵
本

（八

万
）

（徳
島
新
聞
１０

・
５
）

３
１
０

金
沢
市
役
所

３１０
財離製雛所

２

１

０

◆
女
子
　
▽
準
決
勝

（
不
富
二
山
砲

３
１
０
　
（
日
磁
婁
櫻
疇

（新鵬Ｎ嗣「
３１０　（大硫軍膊碓

▽
決
勝

新
潟
Ｎ
Ｔ
Ｎ

２
１
０

不
　
一
一　
越

翻

　

　

耕

２
１
０

様

　

　

麟

木

　

　

伏

０
１
２

遠

　

　

藤

酒
　
　
　
井

２
１
０

小
　
　
　
松

（富
山
新
聞
９

・
１５
）

▽
男
子
青
年

（複
）
＝
辻

・
中
野
組

（三
菱
重
工
）
▽
男
子
成
年

（単
）

＝
平
野

（三
菱
重
工
）
▽
男
子
壮
年

（単
）
＝
中
島

（大
村
市
役
所
）
▽

女
子
成
年

（複
）
＝
中
垣

・
中
地
組

（佐
世
保
水
鳥
ク
ラ
ブ
）
▽
女
子
青

年

（複
）
＝
斎
藤

・
関
組

（三
菱
電

機
）
▽
女
子
青
年

（単
）
＝
樋
口
（長

崎
ク
ラ
ブ
）
▽
混
合
＝
春
野

・
高
村

組

（鶴
鳴
高
）
（長
崎
新
聞
９

・
１６
）

平
野
曾
一菱
重
工
）単
複
制
す

女
子
は
樋
口
が
単
に
優
勝

◆
第
４
回
北
信
越
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
◆

各 地 の た よ

箱警
市
井役V所

●金沢●

日
本
曹
達
二

本
木
工
場

（新

潟
）

小
松
製
作
所

粟
津
工
場

（石
　
川
）

不
　
一
一　
越

倉
昌
　
山
）

▽
二
回
戦

高
岡
市
役
所

Ｔ
昌
　
山
）

金
沢
市
役
所

（石
　
川
）

小
松
製
作
所

粟
津
工
場

不
　
一
一　
越

▽
準
決
勝

高
岡
市
役
所

不
　
一
一　
越

▽
決
勝

高
岡
市
役
所

河
　
　
　
村

今

　

　

泉

米

　

　

原

米

　

　

沢

今

　

　

泉

◆
長
崎
県
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
◆

第
二
十
七
回
県
下
総
合
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

（県
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
主
催
）
は
十
五
日
、
佐
世
保

市
千
尽
町
の
市
営
体
育
館
で
行
っ
た
。

学
生
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
約
百
三

十
人
が
参
加
、　
一
回
戦
か
ら
決
勝
ま

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
結
果
は
次

の
通
り
。
（優
勝
者

・
組
だ
け
）

▽
男
子
成
年

（複
）
＝
喜
多

・
平
野

組

全
三
菱
重
工
）
▽
男
子
壮
年

（複
）

＝
片
平

・
本
村
組

（長
崎
市
役
所
）

⌒津
石田
駒
り|1工V業

山 池畑 清山 不

崎 田 水崎 越

高
岡
市
役
所
が
四
連
勝

女
子
は
新
潟
Ｎ
Ｔ
Ｎ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
北
信
越
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
競
う
第
四
回
北
信
越
実
業
団

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

（北
信

越
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
、
石

川
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
、
北

国
新
聞
社
後
援
）
は
十
四
日
午
前
八

時
半
か
ら
金
沢
市
丸
の
内
の
石
川
県

体
育
館
に
新
潟
、
富
山
、
福
井
と
地

元
石
川
の
各
県
代
表
男
子
十
二
チ
ー

ム
、
女
子
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開

か
れ
、
男
子
は
予
想
通
り
実
力
に
勝

る
高
岡
市
役
所
が
四
連
勝
を
飾
り
、

女
子
は
新
潟
Ｎ
Ｔ
Ｎ
が
昨
年
優
勝
の

不
二
越
を
破
り
初
優
勝
し
た
。

男
子
決
勝
は
高
岡
市
役
所
が
エ
ー

ス
今
泉
を
軸
に
河
村
、
関
村
、
牧
野

と
強
カ
メ
ン
バ
ー
で
不
二
越
を
軽
々

と
下
し
た
。
複
、
単
と
も
ス
ト
レ
ー

ト
勝
ち
で
全
国
実
業
団
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
た
。
今

泉
の
強
烈
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
見
ご
た

え
が
あ
り
、
単
で
当
た
っ
た
不
二
越

の
山
崎
は
第

一
セ
ッ
ト
を
１５
‐
５
、

第
ニ
セ
ッ
ト
を
１５
‐
０
と

一
方
的
に

敗
れ
た
。
地
元
期
待
の
金
沢
市
役
所

は
不
運
に
も
準
決
勝
で
高
岡
市
役
所

と
当
た
り
、
複
で
一
セ
ッ
ト
を
取
っ

た
だ
け
で
宿
願
の
打
倒
高
岡
の
夢
を

果
た
せ
な
か
っ
た
。

一
方
、
女
子
は
第

一
回
、
二
回
大

会
優
勝
の
福
井
銀
行
の
欠
場
で
や
や

物
足
り
な
か
っ
た
が
、
優
勝
争
い
は

新
潟
Ｎ
Ｔ
Ｎ
と
不
二
越
に
な
り
新
潟

Ｎ
Ｔ
Ｎ
の
十
代
選
手
酒
井
、
木
伏
、

海
老
が
活
躍
し
見
事
初
優
勝
し
た
。

石
川
勢
は
両
チ
ー
ム
の
前
に
全
く
手

が
出
な
か
っ
た
。

◆
男
子
　
▽

一
回
戦

（倉石庫
虐
琳
４１１

●佐世保●
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◆
第
１
回
宮
崎
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
◆

高
山
組
に
栄
冠

教
員
は
屋
根
組
勝
つ

●宮崎●

新渡

家辺

2
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1

川水

崎元

⌒横
宮山

奨去VA

⌒渡  ⌒橋
宮辺  宮本

堕色 醤上 地 元

◆第8回鹿児島県実業団。

社会人バドミントン◆

厚 ヶ瀬ヮ原 ロ

が優勝

鯖
酢
謄
輝

樋

口
省
子

さ
ん

大
会
は
十
四
、
十
五
の
両
日
、
佐

世
保
市
営
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
「常

勝
の
柿
本
さ
ん
が
足
を
痛
め
た
の
で

転
が
り
込
ん
だ
優
勝
で
す
」
と
謙
そ

ん
す
る
。
し
か
し

「国
体
出
場
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
負
け
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
意
地
も
チ
ラ
リ
。
複
は
そ
の

柿
本
彰
子
さ
ん
雀
じ
と
組
み
二
位
だ

っ
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
長
崎
中

一
年
か

ら
始
め
た
。
長
崎
商
で
も
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
に
籍
を
置
き
二
年
、
三
年
の

と
き
は
九
州
大
会
で
二
位
に
な
っ
た
。

卒
業
後
は
家
業
の
司
法
書
士
事
務
所

へ

″就
職
Ｌ
半
年
ほ
ど
ラ
ケ
ッ
ト
を

手
放
し
た
が
柿
本
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

ペ
ア
を
組
ん
だ
。
以
来
長
崎
ク
ラ
ブ

第

一
回
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会

（県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
、

宮
崎
日
日
新
聞
社
後
援
）
は
二
十
四

日
、
宮
崎
市
の
県
体
育
館
で
開
か
れ
、

一
般
混
合
は
高
山

・
川
野
組

（冨

島
＼
教
員
は
屋
良

・
茅
島
組

（宮
崎

女
子
高
）、小
学
男
子
は
鳥
原
・
早
瀬

組

（本
庄
小
）、同
女
子
は
横
山
・
落

に
所
属
し
て
週
に
四
日
間
、
午
後
六

時
半
か
ら
九
時
ま
で
練
習
。
時
に
は

試
合
で
十
日
も
仕
事
を
休
む
こ
と
が

あ
る
。
「家
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
る

か
ら
わ
が
ま
ま
が
い
え
ま
す
」
と
ニ

ッ
コ
リ
◇

今
度
の
目
標
は
二
重
国
体
。
こ
と

し
も
九
州
プ
ロ
ッ
ク
の
カ
ベ
を
破
り

高
校
時
代
か
ら
数
え
て
六
回
目
の
出

場
だ
。
し
か
し
成
績
は
い
ず
れ
も

一

回
戦
敗
退
〓
強
敵
ぞ
ろ
い
だ
け
ど
今

度
こ
そ
二
回
戦

へ
進
み
た
い
。
ま
だ

伸
び
盛
り
で
す
か
ら
」。
厳
し
い
強
化

練
習
に
も
余
裕
を
み
せ
る
。
住
所
は

長
崎
市
興
善
町
（長
崎
新
聞
９

ｏ
ｌ９
）

合
組

（宮
崎
東
）、中
学
男
子
は
清
水

・
神
野
組

（宮
崎
中
）、
同
女
子
は
渡

辺

。
新
家
組

（同
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
た
。

県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
の
大

会
に
小
中
学
生
、
教
員
の
部
を
設
け

た
の
は
初
め
て
。
小
学
生
た
ち
は
先

輩
の
プ
レ
ー
を
参
考
に
し
な
が
ら
元

気
な
と
こ
ろ
を
み
せ
る
場
面
も
あ
り
、

五
十
四
年
一ｕ口崎
国
体
目
指
し
て
の
選

手
強
化
、
底
辺
拡
大
を
ね
ら
っ
た
大

会
の
目
的
を
果
た
し
て
い
た
。
準

・

決
勝
戦
の
成
績
は
次
の
通
り
。

【
一
般
】
▽
準
決
勝

（岩棚
・卿坤
２１
０
昔̈割
・訓瑚

硫猫
鶴
―
↓
鬱
蘇

▽決勝
鰍牟砧
２
⌒‐５‐５‐‐‐０‐０）０
喘　斬

【教
員
】
▽
準
決
勝

（山鶉
覇
１
０
臨夢
課

踪
挽

ｌ
ｏ
”
製

▽決勝
一覆　帥一２
⌒‐８‐５‐‐‐７‐２）０
釉　Ｍ

【小
学
男
子
】
▽
準
決
勝

谷
元

・
川
越
　
　
　
　
山
口
・
鈴
木

岡
（一
崎
市
倉

２
１
１

江
（珀
崎
市
赤

森
鴫
１
０唯
崎．型

▽
決
勝
一鴇　顧
２
（‐５‐５日５２）０
胎　翫

【中
学
男
子
】
▽
準
決
勝

饉
此
―
蒻
聘

⑮
鰊
―
欝
鰊

▽
決
勝
一爾　駄
２
⌒‐５‐５‐‐３５）０
判　端一

【小
学
女
子
】
▽
準
決
勝

森
元
・
開
地
　
　
　
　
長
友

・
藤
井

魃
Ⅶ
冨
２１
鼈
需
西

郡

・
緒

方

２
１
０

（宮
崎
市
倉

岡
）

▽
決
勝
一紳　獅一２
⌒‐５‐５‐‐０４）０
一麟

【中
学
女
子
】
▽
準
決
勝

水
元

・
川
崎

（宮
崎
市
宮

２
１
０

崎
西
渡
辺

。
新
家

（宮
崎
市
宮

２
１
１

崎
）
▽
決
勝

（宮
崎
日
日
新
聞
９

・
２７
）

第
八
回
鹿
児
島
県
実
業
団
、
社
会

人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
は
四
、

五
の
両
日
、
鹿
児
島
市
の
県
体
育
館

で
行
い
、
青
年
単
で
は
厚
ケ
瀬

（三

井
串
木
野
）、
成
年
単
で
は
原
口
（中

種
子
高
教
）
が
優
勝
し
た
。

▽
青
年
単
準
決
勝
　
厚
ケ
瀬

（三
井

串
木
野
）
２
１
０
桑
山

（旭
屋
）
、
野

村

（サ
ン
ケ
イ
化
学
）
２
１
０
春
田

（中
種
子
高
教
）

▽
同
決
勝
　
厚
ケ
瀬
２
１
０
野
村

▽
成
年
単
準
決
勝
　
原
口

（中
種
子

高
教
）
２
１
１
住
吉

（鹿
児
島
市
）、

吉
松

（川
内
高
教
）

（棄
権
）
桑
原

（中
種
子
高
教
）

▽
同
決
勝
　
原
口
２
１
１
吉
松

▽
壮
年
単

①
岸
本

（国
鉄
）
②
西

野

（三
井
串
木
野
）
③
久
保

（三
井

串
木
野
）

▽
老
年

①
安
藤

（国
鉄
）
の
予
算
↑

（国
鉄
）
③
内
田

公
三
井
串
木
野
）

久
木
山

（三
井
串
木
野
）

▽
青
年
複
準
決
勝
　
迫

・
小
田
原

（川
内
市
）
２
１
０
桑
山
・野
村

（旭

屋

・
サ
ン
ケ
イ
化
学
）
、
原
口
・
吉
松

（中
種
子
高
教

。
川
内
高
教
）
２
１

０
野
元

・
外
所

（リ
ッ
ヵ
ｌ

・
鹿
児 ●鹿児島●



量
効
果

真
夏
、
午
後
三
時
。
熱
気
が
こ
も

り
蒸
し
た
よ
つ
な
熊
本
市
体
育
篤

じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
汗
ば
ん
で

く
る
。
そ
ん
な
な
か
で
ラ
ケ
ッ
ト
片

手
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
が
軽
快
に
動
く
。

キ
ュ
ッ
、
キ
ュ
ッ
と
床
を
す
る
土Ｒ

流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
お
う
と
も
し
な
い
。

ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
、
ド
ロ
ッ
プ
、
ド
ラ

イ
ブ
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
…
ひ
と
通
り
の

練
習
を
終
え
た
と
こ
ろ
で

「
ハ
イ
、

休
憩
Ｌ
き
ょ
う
は
子
供
の
誕
生
日

よ
Ｌ
帰
り
に
夕
食
の
買
い
物
に
行
こ

う
か
」
―
や
っ
と
主
婦
ら
し
い
表
情

が
の
ぞ
い
た
。

毎
年
開
か
れ
て
い
る
市
婦
人
ス
ポ

ー
ツ
教
室
の
修
了
者
で

「も
っ
と
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
た
い
」
と
い
つ

人
た
ち
の
集
ま
り
。
修
了
年
度
別
に チ

リ
▽
老
年
複
　
①
中
尾
・
安
藤

（三
井

串
木
野
。
国
鉄
）
②
内
田
・
久
木
山

（三
井
串
木
野
）
③
市
来
・丸
山

（国

コ
ス
モ
ス
、
り
ん
ど
う
、
す
み
れ
、

あ
じ
さ
い
の
四
つ
の
単
位
ク
ラ
プ
を

つ
く
っ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
各
二

十
１
二
十
五
人
。
練
習
は
四
ク
ラ
ブ

合
同
で
や
る
。
が
、
練
習
日
が

一
定

し
て
い
な
い
。
「そ
れ
が
悩
み
な
ん
で

す
よ
。
利
用
で
き
る
の
は
体
育
館
の

空
い
て
い
る
と
き
だ
け
。
週

一
回
練

習
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。

こ
れ
、
な
ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
か

ね
」。
マ
マ
さ
ん
た
ち
は
こ
う
口
を
そ

ろ
え
た
。

「き
っ
か
け
，
　
や
せ
た
か
っ
た

ん
で
す
。
ホ
ラ
、
七
十
五
キ
。あ
っ
た

体
重
が
も
う
五
キ
。
や
せ
ま
し
た
」
と

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て

一
年
半

の
増
田
操
さ
ん
貧
じ
―
保
田
窪
本

町
＝
。
四
人
の
孫
が
い
る
と
は
思
え

な
い
若
々
し
さ
二
七
十
歳
ま
で
続
け

て
み
た
い
」
と
張
り
切
る
。
転
勤
の

多
い
仙
崎
輝
子
さ
ん
つ
し
＝
室
園
町

＝
は

「子
供
も
い
な
い
し
、
な
か
な

か
友
達
が
で
き
な
い
ん
で
す
。
そ
の

点
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
す
ぐ
仲
良

く
な
れ
ま
す
ピ
徳
満
み
つ
江
さ
ん
雀

七
）
、
福
田
ト
シ
子
さ
ん
翁
ｅ
は
健
軍

町
で
近
所
住
ま
い
。
そ
れ
だ
け
に
ダ

ブ
ル
ス
の
呼
吸
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

八
月
中
旬
、
長
崎
に

一
泊
二
日
で

遠
征
し
、
長
崎
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
と
二
回
目
の
交
歓
試
合
を
や
っ

た
。
夫
か
ら
も
子
供
か
ら
も
解
放
さ

れ
、
こ
の
日
ば
か
り
は
家
庭
の
い
っ

さ
い
を
忘
れ
て
女
だ
け
の
話
に
花
が

咲
い
た
。
Ｆ
）れ
も
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ

て
お
れ
ば
こ
そ
。
私
た
ち
が
い
つ
ま

で
も
若

い
理
由
が
わ
か
る
で
し
ょ

う
」
―
ス
ポ
ー
ツ
マ
マ
さ
ん
の
表
情

は
明
る
い
。（熊
本
日
日
新
聞
９

・
１０
）

〔男
子
〕

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

那
　
　
覇
　
２
１
０
　
宮

砒　　薦２（‐５‐５‐‐５３）０醜

比　　嘉２（‐５‐５‐‐２２）０根

八
重
山
２１０
中

館那聯２（‐８‐５９‐‐―‐７８‐５）・露比（初

大
　
　
山

（不
戦
勝
）
屋

比

久

▽
三
仕
決
定
戦

中

　

頭

２
１
０

宮

　

古

醒
比
欺２（‐５‐５‐‐″）０翻　　躙

屋
比
久２（‐５‐５‐‐０２）０下　　地

精決勝鞘　２１〇　八
重
山

砒　　臨２（‐５９‐５‐‐‐５‐５９）・鯖・那聯
比
　
　
嘉
２
⌒‐５‐５
‐ ‐
５ ４
）
０
大
　
　
山

①
那
覇
②
八
重
山
③
中
頭

（那
覇
は

二
連
勝
四
度
目
）

〔女
子
〕

▽
三
位
決
定
戦

中
　
　
頭
　
２
１
〇
　
八

重

山

唯　　解２（‐５‐５‐‐３．）０帥　　鉢

宜　　保２⌒‐‐６‐‐‐―‐４‐‐８）・佐　　事

▽
決
勝
戦

島

　

尻

２
１
０

宜

野

湾

棚　　期２（‐５‐５７‐‐―‐２７‐５）・館嘉埋

嶺　　井２（‐‐‐‐‐‐・２）０屋
嘉
比

①
首
尻
②
宜
野
湾
③
中
頭

（島
尻
は

初
優
勝
）

（琉
球
新
報
９
・
１７
）

■しか ら 南 か ら

一

●那覇 ●

26

各 地 の た よ り

畠
電
報
電
話
局
）

▽
同
決
勝
　
迫

・
小
田
原
２
１
１
原

口
・
吉
松

▽
成
年
複

・①
住
吉
、
武
田

（鹿
児
　
鉄
。
鹿
児
島
大
）

島
市
）
②
中
村
・
木
村

（中
種
子
高
　
▽
団
体
戦
準
決
勝
　
鹿
児
島
市
役
所

教
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
１
中
種
子
高
、
川
内
市
役
所
３

▽
壮
年
複

①
内
倉
・
西
村

（国
鉄
　
１
１
三
井
串
木
野
）

・
県
庁
）
②
西
野
。
久
保

（三
井
串
　
▽
同
決
勝
　
川
内
市
役
所
３
１
０
鹿

木
野
）
③
三
浦
。
岸
本

（鹿
児
島
工
　
児
島
市
役
所

高
教
・
国
鉄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（南
日
本
新
聞
１０
・
６
）

ポ
ー
ツ
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ
◆

減 貸

●熊本●

ノヾ
ヽ
ソ

◆
沖
縄
県
民
体
育
大
会
◆

那
覇
が
二
連
勝
四
度
目

の
栄
冠

間 川間



バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
品
翁
論
糠
じ

を
お
送
り
し
ま
し
た

◆
特
賞
記
念
品
・大
川
寿
生
様（順
不
動
）

●
ス
リ
ム
ス
テ
ン
レ
ス
、
半
袖
シ
ャ
ツ
、

ソ
ツ
ク
ス
、
ヨ
ネ
ツ
ク
ス
シ
ー
．プ

〈以
上
ヨ
ネ
ツ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
提

お
●
エ
リ
ー
ト
、
半
袖
シ
ャ
ツ
、
ソ
ツ
ク

ス
、
ロ
ン
シ
Ｌ
プ

〈以
上
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
握
５

●
キ
ン
グ
メ
イ
ト
、
レ
オ
ー
ネ
シ
Ｌ
プ

〈以
上
諸
江
製
作
所
握
５

◆
次
点
記
念
品
。増
田
は
る
み
様
（順
不
同
）

●
エ
リ
ー
ト
、
半
袖
シ
ャ
ツ
、
ロ
ン
シ

〈以
上
諸
江
製
作
所
堤
６

Ｌ
プ〈以
上
河
崎
ラ
ケ
ツ
ト
提
も

●
キ
ン
グ
メ
イ
ト
、
レ
オ
ー
ネ
シ
Ｌ
プ

●
エ
リ
ー
ト
、
ロ
ン
シ
Ｌ
プ

〈以
上
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
握
５

〈以
上
諸
江
製
作
所
堤
５

編
集
部
特
選
ス
ポ
ー
ツ
ソ
ッ
ク
ス

●
ハ
イ
ス
テ
ン
レ
ス
、
半
袖

シ
ャ
ツ
、

ヨ
ネ
ツ
ク
ス
シ
Ｌ
ブ

〈以
上
ヨ
ネ
ツ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
提

お
◆
佳
作
記
念
品
・広
沢
邦
子
様（順
不
同
）

●
キ
ン
グ
メ
イ
ト
、
レ
オ
ー
ネ
シ
Ｌ
プ

〈以
上
諸
江
製
作
所
握
６

●
ハ
イ
ス
テ
ン
レ
ス
、
ヨ
ネ
ツ
ク
ス
シ

Ｌ
プ〈以
上
ヨ
ネ
ツ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
提

お
◆
佳
作
記
念
品
。
清
藤
和
様
（順
不
動
）

●
キ
ン
グ
メ
イ
ト
、
レ
オ
ー
ネ
シ
Ｌ
プ

◆
入
賞
記
念
品

本
誌
誌
上
を
通
じ
て
、
鴨
池
正
憲

さ
ん
の
連
載
マ
ン
ガ
の
主
人
公
の
名

前
を
募
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
読
者
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
名
前
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
部
で
慎
重
に
検
討
し
ま
し
た

結
果
、
６９
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

と
お
り
、
滋
賀
県
彦
根
市
の
大
川
寿

生
さ
ん
の

「バ
ド
ッ
子
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
」

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
次
点
に
は
、
増
田
は
る
み
さ

ん
の

「
シ
ャ
ッ
ト
ン
ち
ゃ
ん
」
に
、

佳
作
は
清
藤
和
さ
ん
、
広
沢
邦
子
さ

ん
の

「ト
ン
ち
ゃ
ん
」
が
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
酒
井
敦

子
さ
ん
は
じ
め

一
〇
名
の
皆
様
が
入

賞
と
な
り
ま
し
た
。

特
賞

・
次
点

・
佳
作
の
方
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

検
定
合
格
品
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
ま

た
入
賞
の
方
に
は
、
編
集
部
特
選
の

記
念
品
を
そ
れ
ぞ
れ
お
送
り
い
た
し

使
用
感
、
感
想
を

編
集
部
あ
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ
ぃ

ま
し
た
。

内
容
は
上
記
の
と
お
り
で
す
が
、

発
送
は
す
べ
て
十
月
末
に
完
了
い
た

し
ま
し
た
。
万

一
未
着
の
場
合
に
は

大
至
急
編
集
部
あ
て
ハ
ガ
キ
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
記
念
品
の
使

用
感
、
感
想
な
ど
を
ハ
ガ
キ
で
け
っ

こ
う
で
す
か
ら
、
編
集
部
あ
て
お
寄

せ
く
だ
さ
る
よ
つ
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
最
後
に
、
特
賞

・
次
点

・
佳
作
の

方

へ
の
記
念
品
を
提
供
く
だ
さ
り
、

さ
ら
に
発
送
ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
左
記
の
メ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
、

編
集
部

一
同
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
●
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
エ
業
株
式
会
社
様

●
株
式
会
社
諸
江
製
作
所
様

●
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会

社
様

〈五
十
音
順
〉

毎
日
の
練
習
に

ご
愛
用
く
だ
さ
ぃ

◆
上
達
を
期
待
し
て
い
ま
す
〃



IMPORttED SHU丁丁LE000KS
世 界の No.1か ら普 及 品 まで輸 入 シ ャ トル をお推 め します

カニバ ン・ トレーディング社では国際 トーナメン トに使用 されている各国のNo。 1シ ャ ト
ル及び幾 多の名選手を生んだ普及 レベルの シャ トルの輸入を企画、販売 しております。
当社では厳選 した販売店を通 じてか、直接、団体やクラブや個人の皆様に販売するシス
テムを取 って 7D・ ります。これは世界の秀れたシャ トルが高価にならぬための当社の考え
方です。あらゆるコンディションの中で、秀れた飛行性、耐久性 を要求 されるシャ トル

を専門家の目から厳選 した製品です。 シャトルに関 しての御相談をお待 ちしております。

まず、実力No.1の 国、中国製シャトルを紹介します

商品ナンバー 商  品  名 イ面格 (1打 ) 等

CAlol 航 牌 ¥ 3,000 水鳥、中国 No.1、 国際試合球
CA201 東 海 牌 (コ ールド) ¥ 2,500 水鳥、 トップレベル用試合球
CA202 東 'fr ffi|rtvtt-1 ¥ 2,000 水鳥、国内試合球

御注文は10打 単位、球種の組合せ及び返品自由、

申  込
11・ シ |し    ■ .Ik

代金前払、送料当社負担。

書     (fl,「 .'つけ)
こ r約 ,■ 文

送金た (銀行は各久留米支店 普通預金口座 )

□ 大和銀行  日 住友銀行  日 第一●1業 銀行
合 計

カーバン・トレイディング・リミテッド
福 岡 県 久 留 米 市 日 吉 町 147番 地 の 5
¬「       T E L 0942 (38)3446、  (33)3454

製 品 番 号 1散 崚



●
第
３
回
世
界
拒
待
競
技
会
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ｉ

編
集
室
か
ら

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
は
、

写
真
の
よ
つ
な
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
と
ネ

ク
タ
イ
ピ
ン
の
セ
ッ
ト
を
つ
く
り
、

海
外
遠
征
や
、
外
国
選
手
を
招
待
し

た
さ
い
に
、
お
土
産
と
し
て
、
外
国

の
選
手

・
役
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、　
一
般
の
方

か
ら
も
ぜ
ひ
分
け
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
強
く
、
こ
の
ほ
ど
特
に
数
を

限
定
し
て
、
左
記
の
要
領
で
ご
希
望

の
方
に
お
分
け
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。台
は
す
べ
て
金
色
の
メ
ッ
キ
が
ほ

ど
こ
し
て
あ
り
、
地
色
は
プ
ル
ー
、

シ
ャ
ト
ル
の
中
は
白
色
に
金
色
の
フ

チ
ど
り
、
日
の
九
は
赤
と
な
っ
た
シ

ャ
レ
た
も
の
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

編
集
部
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
カ
フ
ス
ポ
タ
ン
・
ネ
ク
タ
イ
ビ
ン

セ
ッ
ト
＝
三
千
円

●
ネ
ク
タ
イ
ビ
ン
＝
千
円
（製
作
中
）

●
発
送
料
＝
二
〇
〇
円

（書
留
扱
）

●
申
込
方
法
＝
現
金
書
留
で
代
金

・

送
料
を
編
集
部

（あ
て
先
は
こ
の

ペ
ー
ジ
の
左
下
の
と
こ
ろ
）
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

◆
湯
木
博
恵
選
手
が
第
３
回
世
界
招

待
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
に
お
い
て
、

シ
ン
グ
ル
ス
で
世
界
の
強
豪
を
口
つ

に
ま
わ
し
て
優
勝
、
全
英
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
実
力
を
見
せ
つ
け
た
こ
と
は

一卿
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す

が
、
上
に
そ
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

今
後
の
活
躍
を
さ
ら
に
期
待
し
ま

―
羊
ゃ
つ
。

◆
前
号
の
記
事
の
中
に
、　
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

３０
ぺ
‐
ジ
４
段
目
う
し
ろ
か
ら
８

行
日
の

「賞
品
」
は

「記
念
品
」
の

誤
り
で
す
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

ま
た
４
ぺ
―
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
に

か
け
て
の
得
点
経
過
は
、
サ
ー
プ
権

の
や
り
と
り
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
掲
載
し
た
も
の
で
、
日
本
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
公
式
記
録
の
方

法
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断

わ
り
し
て
お
き
ま
す
。

◆
編
集
部
で
は
次
の
と
お
り
の
要
領

で
原
稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。

①

「読
者
と
編
集
者
Ｌ
告
知
板
」

本
誌
に
対
す
る
ご
希
望
、
お
叱
り
、

広
く
読
者
の
皆
さ
ん
へ
知
ら
せ
た

い
こ
と
）
用
紙
は
ハ
ガ
キ
を
用
い

て
く
だ
さ
い
。

②

「北
か
ら
南
か
ら
」

全
国
各
地
に
お
け
る
試
合
の
結
果
、

戦
評
、
写
真
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

関
す
る
話
題
。
用
紙
は
必
ず
原
稿

用
紙
に
タ
テ
書
き
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

③

「ク
ラ
ブ
紹
介
」

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
、

実
業
団
、
社
会
人
、　
マ
マ
さ
ん
ク

ラ
ブ
な
ど
、
初
心
者
の
集
り
か
ら

第

一
線
の
ク
ラ
ブ
ま
で
、
ク
ラ
ブ

の
特
徴
、
選
手
紹
介
な
ど
、
で
き

る
だ
け
写
真
を
そ
え
て
。
用
紙
は

必
ず
原
稿
用
紙
に
タ
テ
書
き
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

０
そ
の
他
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
関
す

る
こ
と
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
以
上
採
用
の
さ
い
に
は
、
記
念
品

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
原
稿
、

写
真
は
、
採
用
の
い
か
ん
に
か
か

わ
ら
ず
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
、
重
要
な
も
の
は
コ
ピ
ー
、
焼

増
し
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
あ
て
先

（カ
フ
ス
セ
ッ
ト
も
）

東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
ノ

一
ノ

一

（郵
便
Ｍ
ｌ５０
）

崖
記
念
体
育
会
館
内

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
“
集
部

●ヵフスボタンセット

麒
覺

⑬

b

ン

|

カ
フ
ス
セ
ツ
ト
を
お
分
け
し
ま
す

原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す



昭和 50年度 日本バ ドミン トン協会検定審査用具一覧表

検 定 合 格

シャトル・水鳥の部

トーナ メン ト・デラックス

トーナ メン ト
オフィシャル
エ リー トェー ス
エ リー トトップ
エ リー トデラ ンクス

サンバ タスター
サ ンパ タキング

サ ンバ タクイーン

トーナ メン トブルー

トーナ メン トホワイ ト
トーナ メン トブラック
フアー ス トンルバー
フアース トグリーン

ファース トゴール ド
サンワ印ハ イレ ンド
ゴール ド
/ル パ ー
ハ タチ ビ ク ト リー

シヤトル・陸鳥の部

トレーニングコック
サンバ タ

ネットの部

Nα48 TR
No52 A
No501  SVA
KT-518

1オ J

lオ J

ll「

1オ j

l ll

lオ I

lオ J

lオ l

lオ J

lオ J

l lJ

lオ l

lオ I

l II

l=]
1オ」
l才 ]

11J
lオ ]

3,700
3,200
2,900
2,90()

3,200
3,70()

3,800
3,200
2,9o0
3,Oo0
3,200
2,750
2,800
2,6()0

3,000
2,40()

2,9()0

2,7()()

3,600

1,8()()

1,800

4,6()0

3,8o0
4,6()()

4,4()0

4,3o()

4,5()0

3,9oo
4,7(,0

4,300
3,800

22,Ooo
10,00()

18,000

初級用 )
選手用 )
″  )

″  )

″  )

初 級 用

選 手用

2,200
2,000
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000
2,500
2,000
1,500
1,200
4,000
4,200
4,500
4,500
4,500

1,800
2,000
2,200
3,200
2,000
2,20()

1,9o0
2,800
2,400
2,100
2,600
1,900
2,200
5,500
4,500
5,500
3,300
2,500
6,500
6,000
3,800
3,300
3,700
3,500
2,500

ヨネックス・スポーッ伸

河 崎 ラ ケ ン トエ 業 い

輸 諸 江 製

“

¬ 17r

帥 ト ヨ ダ ス ポ ー ッ

有 限 会 社 ジ ャ ワ 商 会

ヨネックス・ スポーツ輸
い  諸 江 製 作 所

ミセ キ ネ ッ ト製 作 所

ヨネ ックス・スポーッい
い  小 川 長 春 館

ファインス トロー ク
ウィニングコー ス
スタ ミナ

スタ ミナデラックス
プルー リース

オールマン

エ リー ト
No2000ニ ューープラ ンク
No10oOニ ュー ミニ
No 8ウ ィンナー
No 7シ フレバー
ハ イ トーマ ス
エ クセ レン ト
フレバー ドII
ルバー ドIII

スワニー

(単位 円 )

河 崎 ラ ケ ン トエ 業 い

い ト ヨ ダ ス ポ ー ッ

打

打

和

ン

　

榊

セ

　

業

″
　
″
　

　

一　
″

工

〓
一
ゴ
　
　
」呟

欄

帥

　

羽

店

ォ
　
　
　
伸

　

帥

商

ィ，
　

　

業

　

網

”路

テ

″
″
　

　

″
″
産

″
製

川
．
イ

・

ジ
　

　

屋

　

本

伸

い
　
　
　
鐘

　

松

ウェアの部

140 クールネ ック
141男 rシ ャツ
142男 rシ ャツライン入り
144男 rシ ャツエ リカラー
241女
「
シャツ

242女 子シャツライン入り
243女 rシ ャツノー スリーブ
120シ ョー トパンツ
121         ″

122       ″
20o巻 きスカー ト
201フ レアスカー ト
202プ リーツスヵ― ト
172セ ー ター
176ベ ス ト
214ワ ンピー ス
820男 jrシ ョー トパ ンツ
920女 rシ ョー トパ ンツ
94o女 rワ ンピー ス
950 フ
゜
ルオーーバーー

960女 rス カー ト
テ ンドテ インリンショー トパ ン ソ

テッ ドテ ィンリン半袖シャツ

デフィショー トパ ンツ

ヨネックス・ スポーツ帥

河 崎 ラ ケ ン トエ 業榊

綿201S/12本 テ トロン防llrロ ープ使用
ナ イロン210D/12本    ″
綿201S/12本 ビニロンロープイ吏用
ナイロンA(ナ イロンラッセル15本 )
ナイロンB(ナ イロン12本 )
倉敷 ビニロン 20/12本

ポストの部

T座式 スチールポール
バ ドミン トン支柱ホール式
バ ドミン トン支柱 T座式



D G10バ ドミン トン支柱 (S型 )
D G20   ″   (移 動型 )
バ ドミン トンポス ト
パ ドミン トンポス ト (T字 11)

ラインテープの部

415コ ー トテープ
カワサキラインテープ

D K91ラ インテープバ ドミン トン用
赤Mラ インテープ

審 査 合 格

合成シヤトルの部

13,500
24,000
10,0∞
10,000

2,300
2,000
2,0∞
1,800

200
2,400
2,700
2,700

5,300
4,800
5,500
5,000
5,0∞
4,300
4,500
3,000
2,500
2,200
2,300
1,900
1,500
5,500
4,500
4,300
3,800
3,000
2,500
2,200
2,000
1,7∞
1,400
1,600
1,900

セ

ψl  者『

―   榊

製 作 所

2,900
2,100
2,100
3,4∞
2,500
2,000
2,500
2,0∞
2,3∞
1,500
2,000
1,900
1,800
2,00Cl

2,100
4,300
4,500
4,500
5,800
3,500
4,800
3,200
3,800
3,800
6,800

2,400
2,500
2,500

ヨネックス・ スポーツ輸

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 伸
セ   ノ  ー   榊
昭 和 ゴ ム 伸

ヨネックス・ スポーツ棘

榊 請 江 製 作 所

デフィ半袖 シャツ

リー スショー トパンツ

リースフレアスコー ト

リースプ リー ツスコー ト

リース巻 スコー ト

リー ス半袖 イタリアンネ ンクシヤツ

リース半袖 V衿 シャツ
リース半袖シャツ

リー ススリーブレス

リー ス長抽シャツ

リー ス半袖 シャツ

L-1206ラ コステ紳 1:ポ ロシャツ
」-5093ラ コスア巻 スコー ト
」-5020ラ コステプ リーツスコー ト
」-5411ラ コステワンビー ス
L-1514ラ コステ婦人ポロシャツ
L-2230ラ コステ紳 |:シ ャツ
」-20()6ラ コステシ ョー トパ ン ソ

L-1268ラ コステ紳 1,ハ イネック
L-1212ラ コステ神十ポロシャツ
L-6100ラ コステベ ス ト

シューズの部

No335バ ドミン トンシュー ズ
No336           ″

カワサ キバ ドミン トンシュー ズ

ストリングスの部

ロンシープ

コンカー

アカツキナ イロン

No100レ オー ネシープ
No20 サ ンシープ
600ヨ ネ ンクスシ~プ
610ヨ ネックスシープ DX
ハ イオーシー プ (青 スパ イラル )
″   (ア ンバー )
″    (青 スパ イラル )
″   (ピ ンクスパ イラル )

ハ インープ

ナ ッシュ

メイビス

1イ |`1

1オ∫

所

い

輸

榊

作̈
製業

製

ス

ト
・　
ツ
エ

江

ス

ケ

諸

″

嵯

立

輸

ヨ

河

羽
カワサキ・ リープ (合成 シャ トル )
ハ タチハネエー ス  1打

ラケツトの部

9100ス リムステンレス
9000ハ イステンレス
8100 プラッキー
8000ア ル ミナハイパワー
7000 アル ミナエース
6500 トップエーース
6()()0フ ァイブエースデラックス

3000カ レッジエイ ト
2000 キングダイヤ
1000 クインハー ト
90()Gス リーエー ス (No10 C)
800G スリーエ イト (N()8C)
700Gラ ッキーセプン
S-74オ ールア タ ンク
S-73オ ールマ イテ ィ
No350()キ ングメイト
No3000ゴール ドキング
No2500キ ングアロー
No2000 キングクリ ンパ~
No1000 シフレバーデラックス
M900  スナ ンプ
No800  ダンディ
No 7  テ ィピカル
ハー ドショッ ト (初 級用 )
エバーウィン  ( ″ )

鰤
４。。
２。。
４。。
３。。
３５。
４。。
５。。
５。。
４。。
佃
３５。

ヨネックス・ スポーツい

河 崎 ラ ケ 卜_11業

“
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河 崎 ラ ケ /卜 ll業 榊

憫  諸 江 製 作 所

ヨネッタス・ スポーツ輸

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 伸
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ノヽドッ子ラブちゃん

５
号
＝
売
切
れ

６
号
＝
売
切
れ

７
号
＝
売
切
れ

８
号
＝
売
切
れ

９
号
＝
海
外
遠
征
特
集

１０
号
＝
社
会
人
選
手
権
総
ま
く
り

Ｈ
号
＝
売
切
れ

‐２
号
＝
東
日
本
学
生
選
手
権
大
会

‐３
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
総
特
集

‐４
号
＝
全
日
本
教
職
員
選
手
権
大
会

‐５
号
＝
ケ
ガ
に
強
く
な
ろ
う

‐６
号
＝
国
体
ワ
イ
ド
特
集

‐７
号
＝
売
切
れ

‐８
号
＝
全
日
本
総
合
選
手
権
詳
報

‐９
号
＝
ア
ジ
ア
大
会
総
ま
く
り

２０
号
＝
社
会
人

・
学
生
対
抗

２‐
号
＝
底
辺
の
拡
大
を

２３２２
暑
‐‐ ‐―
｝
跡
鶴
狙
】

（
ぜ
合′、
併ノレ
卦
）
に

２４
号
＝
中
国
と
の
交
流
問
題

２５
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
特
集

２６
号
＝
青
春
の
映
像

。
相
沢
マ
チ
子

２７
号
＝
次
代
の
ト
ッ
プ
を
さ
ぐ
る

２８
号
＝
女
子
学
生
界
の
展
望

２９
号
＝
栂
野
尾
初
優
勝

３０
号
＝
第
１
回
国
際
女
子
競
技
会

３‐
号
＝
売
切
れ

３２
号
＝
ユ
ー
バ
ー
杯
代
表
そ
ろ
う

３３
号
＝
売
切
れ

３４
号
＝
宿
願
の
ユ
杯
３
連
覇

３５
号
＝
ユ
杯
に
見
る
連
続
写
真

３６
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
特
集

３７
号
＝
ト
マ
ス
杯
地
区
決
勝
で
敗
る

３８
号
＝
中
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
実
力

３９
号
＝
国
体
詳
報

４０
号
＝
小
島
復
活

４‐
号
＝
第
２
回
国
際
女
子
競
技
会

４２
号
＝
売
切
れ

４３
号
＝
売
切
れ

４４
号
＝
近
づ
く
中
国
と
の
対
決

４５
号
＝
底
辺
を
広
げ
支
え
る
人
々

４６
号
＝
続

・
中
国
の
実
力
と
周
辺

４７
号
＝
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
特
集

４８
号
＝
第
１
回
日
中
大
会
詳
報

４９
号
＝
国
体

・
全
日
本
総
合
特
集

５０
号
＝
中
国
チ
ー
ム
に
学
ぶ
写
真
集

５‐
号
＝
第
３
回
国
際
競
技
大
会

５２
号
＝
湯
木
２
度
目
の
全
英
制
覇

５３
号
＝
全
英
選
手
権
を
ふ
り
返
っ
て

５４
号
＝
ピ
ン
ナ
ッ
プ
写
真
特
集

５５
号
＝
第
５
回
女
子
Ｃ
ト
ー
ナ
メ
ン

５６
号
＝
カ
ナ
ダ
オ
ー
プ
ン
優
勝

５７
号
＝
全
英
選
手
権
写
真
大
特
集

５８
号
＝
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

５９
号
＝
第
二
回
訪
中
友
好
試
合
詳
報

６０
号
＝
売
切
れ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】
第
７２
号

昭
和

”
年
９

月

２５

日
　

印
覇

昭
和

“
年
１０

月

１

日
　

発
行

日
真

豪

発
行
人
　

■
　
　

　

　

　

浩

発
行

所

　
東
京
都

渋
谷
区
神
南

一
の

一
の

一

岸

記

念
体
青

館

内

日
本

バ
ド

ミ

ン
ト

／
協

会

電

話

四
六
七

〓

〓

一
一
＾
内
線

Ｙ
一
ｌｉ

一

四

六
ｔ

ｔ
〇

九
五

（
直

通

）

郵
便
‘
号

　

一
■
０

薇

薔

口
座

　
東
京

三
二

一
九

二

印
刷
所

　
東
京

都
■
島

区
南

夫

颯

二

―
二
九

明
■
印

刷
株
式

会

社

定
価

　

一
部

二
百
二
十
円

◎無断転載を禁ず

★
本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
頒
布
い
た
し
ま
す

◇

一
冊
‐５０
円

（送
共
）
に
均

一
化

本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
そ
ろ
え

た
い
と
い
つ
読
者
の
皆
様
の
ご
要
望

に
そ
っ
て
、
こ
こ
に
創
刊
号
か
ら
６０

号
ま
で
の
う
ち
、
お
分
け
出
来
る
も

の
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
ご
希
望
の
号
数

と
冊
数
を
は
っ
き
り
と
ご
記
入
の
う

え
、　
一
冊
に
つ
き
１５０
円
を
、
必
ず
現

金
書
留
で

「バ
ド
界
編
集
部
」
あ
て

お
送
り
下
さ
い
。

こ
の
一
冊
悧
円
に
は
、
送
料

・
発

送
事
務
費
す
べ
て
を
含
み
ま
す
の
で
、

送
料
は
加
算
し
な
く
て
け
っ
こ
う
で

す
。
本
誌
は
初
期
の
も
の
と
最
近
の

も
の
と
で
は
定
価
が
異
な
っ
て
い
ま

す
が
、
事
務
手
続
の
簡
素
化
と
発
送

の
迅
速
化
ど
図
る
た
め
、　
一
冊
１５０
円

に
均

一
化
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

な
お
、
在
庫
は
少
な
い
も
の
も
含

ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
万

一
売
切

れ
の
場
合
は
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
下

さ
い
。
そ
の
際
代
金
は
現
金
書
留
に

て
ご
返
送
い
た
し
ま
す
。

本
誌
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
百
科

辞
典
と
も
い
つ
べ
き
も
の
で
す
の
で

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
お
揃
え
に
な
る
よ
り
、
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

〈あ
て
参

〒
‐５０
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一ノ
一
ノ
一

生
記
念
体
育
会
館
内

・
日
本
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
Ｌ
バ
ド
界
」
編
集
部

―
―
必
ず
現
金
書
留
で
―
―

〈パ
ッ
ク
ナ
ン
パ
ー

一
覧
ｖ

創
刊
号
＝
ユ
ー
バ
ー
杯
初
防
衛

２
号
＝
国
際
学
生
選
手
権

３
号
＝
全
国
に
広
が
る
底
辺
活
動

４
号
＝
国
体
詳
報

ス
ミ
マ
セ
功

ル
磁χ



スピー ド、パワー、スマー トーー近代バ ドミントンを追求するゴーセン
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〓
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Hy Thomas NO,ltlSz'.1. f-ze

勝ちたいなぢ
ゴーセ ンバ ドミン トンラケ ントの 人気が急

11'「 しています。一流選 手のア ドヴ ァイスを

積極的に取 り入れ 、開 発された特殊 r)板に よ

る力強いフレーム 、 1友群の弾 ノJ性 、 重量・バ
ランスの素 H脅

`,し
さな どがその秘密。

さ F)に 世界で初め ての ステンレスワ イヤー

巻付・特 殊油・ 香水 入 リガ ント 《ウ ィンテ ン

クス)が加われば まさに 鬼に金棒。あなたの
スコアア ノプは コ・~セ ンにお まかせ ドさい ,

+*=t*?rfLEJo

“
セン仁 :.

“
P

★ 世界の ガ ントと言われ るゴーセンガ ントは、

その一 本一 本にすべ て品τi保証の ネームが記
入されてい ます。 よ く確かめ 類似品に ご注意

ドさい。

●シ・ ―
プさでt評のコtセンパドミントレうケ トもお試し下さい.

ラ ケ ツ ト の 決 め 手

Hy tthomas
●本社・大阪市東区豊後町 4806‐ 942-5816

●東京支店。東京都台東区蔵前4-14‐ 2 803-862-6576

oosEN-LuelFo



日召
ホロ
五
十
年
1^

月

日
発
行

毎
月

一
回

一
日
発
行

ざ
ヒ

丁

千
「
　

東

京

都

ヨ

ト

ヾ

ド

ミ

′

卜

′

島

計

Ｅ

Ｅ

■

５

二

］
―

時速270Mの
ッシ■/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クカ報劇ン70kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。日にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラッキー。その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと細身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのように打つ1舜

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラックパワーと恐れられています。

NO口8100 BLACKEN
●No 8100ブラッキー

邑


